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本
稿
の
課
題
は
、
一
般
的
に
言
え
ば
、
足
尾
銅
山
に
お
け
る
友
子
制
度
の
歴
史
を
跡
づ
け
、
そ
の
歴
史
的
構
造
を
分
析
す
る
こ
と
で

あ
る
。
す
で
に
私
は
、
徳
川
期
か
ら
明
治
末
期
に
い
た
る
友
子
制
度
の
歴
史
に
つ
い
て
既
に
発
表
し
た
『
日
本
の
伝
統
的
労
資
関
係
ｌ

友
子
制
度
史
の
研
究
ｌ
』
（
世
界
書
院
、
’
九
八
九
年
刊
）
に
お
い
て
、
か
な
り
詳
し
く
検
討
し
た
。
し
か
し
明
治
末
期
か
ら
大
正
期

を
経
て
昭
和
期
に
至
る
友
子
制
度
の
歴
史
に
つ
い
て
は
ま
だ
未
検
討
で
あ
っ
た
。

当
面
の
私
の
友
子
研
究
の
課
題
は
、
拙
著
で
残
し
た
明
治
末
期
か
ら
大
正
期
以
降
の
友
子
制
度
の
実
態
、
私
の
研
究
方
法
論
の
言
い

方
に
よ
れ
ば
、
友
子
制
度
の
確
立
期
以
降
に
友
子
制
度
が
ど
の
様
に
発
展
し
、
変
容
し
、
解
体
し
た
か
、
を
解
明
す
る
こ
と
で
あ
る
。

本
稿
は
、
そ
の
よ
う
な
本
来
の
課
題
を
果
た
す
た
め
の
一
つ
の
分
析
的
な
試
み
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
明
治
末
期
か
ら
大
正
期
の
足
尾
銅

②
坑
夫
飯
場
組
合
下
の
友
子
制
度
の
構
造

１
１
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夫
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規
約
の
分
析
１

０
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飯
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組
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の
友
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の
活
動

Ⅲ
坑
夫
飯
場
組
合
下
の
友
子
制
度
残
存
の
理
由
（
以
上
本
号
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三
大
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後
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よ
る
友
子
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従
業
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体
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ｌ

Ⅲ
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友
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友
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③
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友
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る
友
子
制
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の
消
滅

は
じ
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山
の
友
子
制
度
の
実
態
を
解
明
す
る
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
本
稿
の
中
心
的
課
題
は
、
足
尾
の
友
子
制
度
の
実
態
を
全
面
的
に
検
討
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
専
ら
明
治
末
期
と
大
正
期
に

於
け
る
鉱
山
経
営
者
の
友
子
政
策
と
そ
の
下
で
の
友
子
の
特
殊
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
銅
山
暴
動
以
後
、
経

営
者
が
自
立
的
だ
っ
た
友
子
を
飯
場
組
合
の
中
に
閉
じ
込
め
、
あ
る
い
は
飯
場
制
度
が
解
体
し
た
後
は
友
子
を
カ
ン
。
ハ
ニ
ー
・
ユ
ニ
オ

ン
と
も
言
う
べ
き
「
鉱
夫
組
合
」
に
改
編
し
、
友
子
を
企
業
の
も
と
に
従
属
し
よ
う
と
し
た
労
務
政
策
を
明
ら
か
に
し
、
経
営
者
の
も

と
に
包
摂
さ
れ
た
友
子
制
度
が
ど
の
様
な
構
造
を
形
成
し
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

友
子
制
度
は
、
一
般
的
に
い
え
ば
、
明
治
四
十
年
の
足
尾
銅
山
、
別
子
銅
山
、
幌
内
炭
鉱
の
三
大
暴
動
以
後
、
鉱
山
経
営
者
か
ら
危

険
視
さ
れ
、
自
立
性
を
奪
わ
れ
、
企
業
の
も
と
に
従
属
さ
れ
る
傾
向
を
強
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
典
型
的
な
ケ
ー
ス
が
足
尾
銅
山

と
別
子
銅
山
の
友
子
で
あ
っ
た
。
大
正
期
に
お
け
る
友
子
制
度
の
構
造
的
な
特
質
の
一
つ
は
、
こ
の
点
に
あ
る
。

そ
う
し
た
意
味
で
本
稿
は
、
明
治
末
期
か
ら
大
正
期
に
お
け
る
友
子
制
度
の
構
造
の
特
質
を
分
析
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
足

尾
暴
動
以
後
、
経
営
者
が
何
故
友
子
を
飯
場
制
度
の
も
と
に
再
編
し
よ
う
と
し
た
か
、
あ
る
い
は
、
で
は
何
故
経
営
者
が
友
子
制
度
を

廃
止
し
な
い
で
飯
場
制
度
の
も
と
に
再
編
し
た
り
、
「
鉱
夫
組
合
」
に
改
編
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
、
な
ど
の
理
由
を
も
明

ら
か
に
す
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
本
稿
は
、
新
た
に
発
見
さ
れ
た
明
治
後
期
の
足
尾
銅
山
の
友
子
資
料
を
分
析
し
て
、
前
掲
拙
著
で
は

十
分
明
ら
か
に
出
来
な
か
っ
た
友
子
の
自
立
性
あ
る
い
は
民
主
的
傾
向
、
飯
場
制
度
と
の
癒
着
な
ど
を
具
体
的
に
検
証
す
る
こ
と
に
な

る
。な
お
友
子
制
度
に
つ
い
て
の
一
般
的
な
説
明
は
、
既
に
拙
著
で
詳
し
く
行
っ
て
い
る
の
で
こ
こ
で
は
省
い
た
。
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（
３
）
 

神
岡
鉱
山
な
ど
の
例
か
ら
、
下
稼
人
達
が
採
鉱
を
行
う
古
河
経
営
下
で
は
、
友
子
制
度
は
初
め
か
ら
存
在
し
て
い
た
－
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
今
の
処
そ
れ
を
証
明
す
る
資
料
が
な
い
。

古
河
は
、
明
治
十
五
年
頃
か
ら
、
鉱
山
の
近
代
化
に
取
り
組
み
、
徐
々
に
下
稼
人
の
採
掘
権
を
買
収
し
て
、
下
稼
人
の
有
力
者
を
飯

場
頭
に
登
用
し
、
他
の
下
稼
人
を
単
な
る
鉱
夫
に
再
編
成
し
て
、
足
尾
銅
山
の
経
営
体
制
を
資
本
主
義
的
に
整
備
し
て
い
っ
た
。
こ
の

過
程
は
、
必
ず
し
も
簡
単
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
特
に
飯
場
頭
の
採
用
は
、
他
の
有
力
鉱
山
の
有
力
坑
夫
や
飯
場
頭
の
引
き
抜
き
に

（
４
）
 

よ
っ
て
行
わ
れ
た
。

足
尾
銅
山
は
、
十
七
世
紀
の
初
め
か
ら
既
に
銅
の
採
掘
を
行
っ
て
い
た
。
足
尾
の
銅
採
掘
が
盛
ん
だ
っ
た
の
は
、
主
に
十
七
世
紀
後

（
１
）
 

半
か
ら
十
八
世
紀
の
中
葉
頃
ま
で
で
、
そ
の
後
衰
退
し
て
し
ま
っ
た
。
明
治
維
新
前
後
は
、
殆
ど
採
掘
し
て
い
な
か
っ
た
。
従
っ
て
、

徳
川
時
代
の
足
尾
の
友
子
に
つ
い
て
は
、
何
の
手
が
か
り
も
な
い
。

明
治
維
新
後
、
鉱
山
開
発
ブ
ー
ム
が
起
こ
り
、
明
治
十
年
に
古
河
市
兵
衛
が
前
任
者
か
ら
足
尾
の
鉱
区
権
を
譲
り
受
け
て
、
こ
れ
よ

り
近
代
に
お
け
る
足
尾
銅
山
経
営
が
開
始
さ
れ
た
。
と
言
っ
て
も
足
尾
銅
山
の
経
営
は
、
当
初
は
昔
か
ら
の
採
掘
法
を
受
け
継
ぎ
、
下

稼
人
と
呼
ば
れ
る
小
親
方
鉱
夫
と
何
人
か
の
鉱
夫
の
小
集
団
が
銅
を
採
掘
し
、
し
か
も
彼
ら
が
粗
精
錬
し
た
銅
を
買
い
上
げ
る
と
言
っ

（
２
）
 

た
十
℃
の
で
あ
っ
た
。

足
尾
銅
山
に
お
け
る
友
子
制
度
は
、
こ
の
よ
う
な
過
程
に
お
い
て
各
地
の
鉱
山
か
ら
有
力
坑
夫
や
飯
場
頭
と
と
も
に
、
足
尾
に
持
ち

Ⅲ
足
尾
銅
山
の
開
発
と
友
子
制
度
の
導
入
と
確
立

明
治
四
十
年
暴
動
前
の
足
尾
銅
山
に
お
け
る
友
子
制
度
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込
ま
れ
た
。
そ
し
て
少
な
く
と
も
、
足
尾
銅
山
の
友
子
は
、
明
治
十
年
代
末
か
ら
二
十
年
代
初
め
に
は
、
制
度
的
に
整
備
さ
れ
、
そ
の

（
５
）
 

後
更
に
制
度
的
に
確
立
し
て
い
っ
た
、
と
一
一
一
一
口
う
の
が
私
の
見
解
で
あ
っ
た
。

最
近
発
見
さ
れ
た
本
山
坑
の
友
子
資
料
は
、
本
山
坑
で
、
土
田
栄
三
郎
は
明
治
十
八
年
五
月
十
七
日
に
、
金
子
亀
蔵
は
明
治
十
九
年

（
６
）
 

十
一
一
月
一
一
一
十
一
日
に
取
立
て
ら
れ
、
そ
の
後
も
明
治
二
十
一
年
、
一
一
十
三
年
に
取
立
が
行
わ
れ
た
、
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
資
料
に
よ

れ
ば
、
明
治
十
年
代
末
か
ら
二
十
年
代
初
め
に
友
子
の
取
立
が
制
度
化
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
取
立
制
度
は
、
友
子
制
度

の
中
核
を
な
し
て
お
り
、
友
子
組
織
な
し
に
有
り
得
な
い
。

既
に
私
は
、
塩
野
良
作
「
名
山
足
尾
』
の
一
文
を
引
用
し
て
、
明
治
二
十
年
代
初
め
の
足
尾
銅
山
で
、
「
坑
夫
仲
間
で
は
親
分
が
な

い
と
、
自
分
の
立
場
が
苦
し
く
な
っ
た
」
り
、
友
子
制
度
が
鉱
夫
社
会
に
欠
く
こ
と
の
出
来
な
い
も
の
に
な
り
、
ま
た
「
友
子
の
徐
外
」

（
７
）
 

と
一
一
一
己
う
厳
し
い
除
名
処
分
も
あ
り
、
厳
し
い
規
律
を
持
っ
た
集
団
が
存
在
し
て
い
た
、
と
指
摘
し
た
。

し
か
し
残
念
な
が
ら
、
足
尾
銅
山
に
限
ら
ず
明
治
二
十
年
代
の
友
子
制
度
の
実
態
を
示
す
資
料
は
殆
ど
無
い
。
と
は
言
え
、
友
子
制

度
は
、
明
治
二
十
年
代
を
通
し
て
、
鉱
山
業
の
発
展
と
と
も
に
発
達
し
て
き
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
そ
し
て
明
治
三
十
年
代
前
半
期

に
、
友
子
制
度
は
、
制
度
的
に
し
っ
か
り
と
確
立
し
た
と
言
え
る
。

足
尾
銅
山
に
つ
い
て
言
え
ば
、
松
原
岩
五
郎
は
、
明
治
二
十
九
年
四
月
に
「
国
民
新
聞
』
で
足
尾
銅
山
に
は
「
坑
夫
仲
間
に
遺
伝
せ

る
一
種
の
気
風
」
あ
り
と
、
友
子
に
着
目
し
て
、
「
親
分
あ
り
乾
児
あ
り
、
仲
間
を
呼
ぶ
に
皆
兄
弟
を
以
て
し
、
…
…
此
の
仲
間
に
通

せ
る
一
つ
の
社
会
的
規
約
あ
り
て
、
其
法
律
を
遵
守
す
る
こ
と
堅
し
」
、
「
是
は
唯
こ
の
礦
山
に
の
み
か
ぎ
り
た
る
約
束
に
あ
ら
ず
し

（
８
）
 

て
、
全
国
何
れ
の
礦
山
に
於
て
も
、
従
来
よ
り
定
れ
る
約
束
に
し
て
、
坑
夫
仲
間
の
渡
り
規
則
な
り
」
と
指
摘
し
、
友
子
制
度
に
つ
い

て
、
全
国
何
れ
（

て
種
々
論
じ
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
足
尾
銅
山
に
お
け
る
友
子
制
度
は
、
明
治
二
十
年
代
初
め
か
ら
三
十
年
代
の
初
め
ま
で
に
か
な
り
の
発
達
を
見
た
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（
１
）
 

明
治
四
十
年
の
足
尾
銅
山
暴
動
の
裁
判
記
録
は
、
当
時
の
足
尾
銅
山
の
友
子
制
度
の
実
態
の
一
端
を
浮
圭
ご
彫
り
に
し
た
。
ま
た
暴
動

（
２
）
 

後
の
鉱
業
所
に
よ
る
友
子
制
度
の
改
編
は
、
変
型
し
た
友
子
制
度
の
実
態
を
資
料
的
に
一
示
し
た
。
し
か
し
暴
動
前
の
足
尾
銅
山
の
友
子

制
度
に
つ
い
て
こ
れ
ま
で
資
料
が
な
く
、
そ
の
実
態
は
殆
ど
分
か
ら
な
か
っ
た
。
最
近
一
一
、
三
の
友
子
資
料
が
発
見
さ
れ
た
の
で
、
暴

と
言
え
よ
う
。
し
か
し
友
子
の
一
次
資
料
は
な
く
、
友
子
の
正
確
な
実
態
は
十
分
に
明
ら
か
に
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
最
近
本
山
坑
の

友
子
資
料
が
発
見
さ
れ
、
明
治
三
十
七
年
頃
か
ら
明
治
末
年
頃
ま
で
の
足
尾
銅
山
の
友
子
の
実
態
が
か
な
り
明
ら
か
に
な
っ
た
。
次
に

そ
れ
を
見
る
こ
と
に
し
よ
う
。
百百才百百Ｔ注
、=〆、＿ン、､〆受一〆邑一ノ、＝／

（
６
）
本
山
坑
夫
交
際
所
『
奉
願
帳
寄
付
帳
写
帳
』
（
明
治
三
十
八
年
）
、
足
尾
町
太
田
貞
祐
氏
蔵
。
な
お
新
資
料
に
つ
い
て
は
、
太
田
貞
祐
『
足
尾

銅
山
の
社
会
史
』
（
労
働
総
合
研
究
所
刊
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
７
）
前
掲
拙
著
、
第
三
章
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
８
）
『
明
治
文
化
全
集
』
第
十
五
巻
、
一
一
四
一
’
三
頁
。

②
明
治
三
十
年
代
末
の
足
尾
銅
山
に
お
け
る
友
子
制
度
の
構
造
Ｈ

１
明
治
三
十
九
年
の
小
滝
坑
友
子
規
約
の
分
析
Ｉ

小
葉
田
淳
「
近
世
足
尾
銅
山
史
の
研
究
」
、
『
日
本
歴
史
」
一
九
七
三
年
一
月
号
参
照
。

古
河
鉱
業
『
創
業
一
○
○
年
史
』
、
五
八
頁
。

拙
著
『
日
本
の
伝
統
的
労
資
関
係
』
、
一
八
七
頁
。

古
河
鉱
業
前
掲
書
、
六
二
頁
以
下
。

古
河
鉱
業
前
掲
書
、
六
二
頁
Ｎ

前
掲
拙
著
、
一
九
八
’
九
頁
。
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第１図足尾銅山の友子組織あは
っ、

｜ﾉﾘ111連合

(上） （７） 

動
前
の
友
子
の
実
態
が
か
な
り
明
ら
か
に
な
っ
た
。

当
時
の
足
尾
銅
山
の
友
子
は
、
第
１
図
に
示
し
た
よ
う
に
、
本
山
坑
、
通
洞
坑
、
實
子
橋
坑
、
小
滝
坑
の
四
坑
に
一
つ
の
友
子
組
織

が
あ
り
、
各
坑
の
一
つ
の
友
子
組
織
は
、
友
子
に
加
入
す
る
鉱
夫
（
友
子
鉱
夫
と
呼
ん
で
お
き
た
い
）
か
ら
な
る
多
数
の
飯
場
（
友
子

飯
場
と
呼
ん
で
お
き
た
い
）
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
。
友
子
鉱
夫
で
は
な
い
鉱
夫
（
不
熟
練
の
運
搬
夫
、
そ
の
他
の
雑
夫
）
か
ら
な
る

非
友
子
飯
場
が
、
そ
れ
に
並
存
し
て
い
た
。

（
３
）
 

幸
い
足
尾
銅
山
の
小
滝
坑
に
お
け
る
明
治
三
十
九
年
改
正
の
友
子
規
約
が
残
さ
れ
て
い
る
。
当
時
足
尾
銅
山
に
お
け
る
各
坑
の
友
子

は
、
独
立
し
て
は
い
る
が
、
密
接
な
関
係
を
維
持
し
な
が
ら
活
動
し
、
同
一
企
業
内
の
友
子
で
あ
っ
た
か
ら
制
度
的
に
は
ほ
ご
同
一
で

あ
っ
た
。
従
っ
て
小
滝
坑
の
友
子
規
約
は
、
他
の
坑
の
友
子
規
約
と
ほ
ぼ
基
本
的
に
同
一
の
も
の
と
見
て
差
し
支
え
な
い
。
わ
れ
わ
れ

～通小水
涜洞滝１１１

１:lmu 祠
は
、
他
の
坑
の
友
子
規
約
と
ほ
ぼ
基
本
的
に
同
一
の
も
の
と
見
て
差
し
支
え
な
い
。
わ
れ
わ
れ

年
年

は
、
こ
の
規
約
を
分
析
し
て
、
足
尾
銅
山
の
友
子
制
度
の
基
本
構
造
を
明
一
ｂ
か

６
１
 

帆
州
孵
に
し
た
い
。

｜
一
一
一
王

さ
て
こ
の
規
約
は
、
表
紙
に
「
足
尾
鉱
山
坑
夫
一
般
規
約
条
例
」
と
あ
り
、

場
場
ｕ

Ⅷ
川
馴
ｊ
続
い
て
「
規
約
条
例
ハ
当
山
坑
夫
一
般
ノ
法
規
ニ
シ
テ
各
自
遵
守
シ
違
反
ス
ベ

踞
燗
カ
ラ
ズ
」
と
の
小
文
が
あ
り
、
小
滝
坑
の
一
一
十
一
一
一
飯
場
か
ら
各
一
一
名
の
代
表
者

ｒ
ｊ
 

蠅蠅辨州皿祗川年孵糾”』鐘垂佳斗丘智飛川壱叶軌伽一一月更正実行」とあり、
繩
眼
「
職
務
章
程
」
と
題
す
る
規
約
の
前
文
に
は
、
「
山
中
大
當
番
タ
ル
者
ハ
山
中

場
場
資
ｒ

一
般
一
一
関
ス
ル
百
般
ノ
事
務
ヲ
総
理
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
」
と
記
し
、
友
子
の
最
高

ⅧⅧ彫責任者として山中大當番を位置づけている。規約は、全八章五十二



（８） 359 
條
（
付
則
懲
罰
法
）
か
ら
な
る
長
文
で
、
前
文
の
後
に
「
規
約
條
例
」
と
の
表
題
が
あ
る
。
第
一
章
は
、
友
子
の
心
得
、
会
費
、
第
二

章
は
、
役
員
の
選
挙
、
第
三
章
は
、
役
員
会
議
、
第
四
章
は
、
箱
元
交
際
（
他
鉱
山
の
友
子
と
の
附
合
）
及
び
雇
用
、
就
業
、
第
五
章

は
、
鉱
石
窃
盗
、
休
日
、
第
六
章
は
、
取
立
式
、
第
七
章
は
、
共
済
、
第
八
章
は
、
祭
典
な
ど
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。

第
一
章
か
ら
見
て
み
よ
う
。
第
一
條
は
、
「
足
尾
小
滝
銅
山
坑
夫
ハ
信
義
ヲ
重
ジ
日
常
職
務
ヲ
勉
励
シ
以
テ
相
互
二
義
ヲ
儘
シ
荷
且

（
か
り
そ
め
）
ニ
モ
軽
忽
ナ
ル
挙
動
ハ
決
シ
テ
否
（
せ
ざ
る
）
ベ
キ
事
」
と
記
し
、
こ
の
規
約
が
小
滝
坑
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し

て
い
る
。
規
定
の
内
容
は
、
友
子
の
心
得
、
職
業
倫
理
を
簡
潔
に
指
摘
し
た
も
の
と
言
え
る
。
第
二
條
は
、
諸
規
則
の
「
遵
守
」
を
唱

い
、
第
三
條
は
、
当
規
約
を
各
飯
場
に
備
え
置
く
こ
と
、
新
坑
夫
人
飯
に
際
し
て
提
示
す
る
こ
と
な
ど
を
義
務
づ
け
て
い
る
。

第
川
條
は
、
会
費
の
規
定
で
、
支
出
に
応
じ
て
？
月
毎
Ｌ
に
そ
の
都
度
「
徴
収
Ｌ
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
定
額
の
会
費
制

で
は
な
く
、
支
出
か
ら
割
り
出
す
会
費
で
あ
っ
た
。
し
か
し
会
費
の
問
題
は
、
非
常
に
複
雑
で
あ
る
。
つ
ま
り
山
中
交
際
費
だ
け
を
友

子
会
費
の
対
象
と
見
る
か
、
飯
場
交
際
を
も
友
子
の
会
費
と
見
る
か
に
よ
っ
て
、
友
子
会
費
の
大
き
さ
が
著
し
く
異
な
る
。
後
に
詳
し

く
検
討
す
る
が
、
友
子
の
会
費
は
、
「
飯
場
割
」
と
言
う
形
式
で
、
友
子
の
会
費
と
飯
場
経
営
の
費
用
の
一
部
が
一
緒
に
な
っ
て
徴
収

さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
た
。
会
費
の
納
入
は
給
料
支
給
日
よ
り
五
日
以
内
と
し
、
違
反
者
は
、
付
則
の
懲
罰
法
に
よ
り
、
遅
延

三
十
分
毎
に
五
十
銭
の
罰
金
が
課
せ
ら
れ
た
。
非
常
に
厳
し
い
規
定
で
あ
る
こ
と
に
驚
か
さ
れ
る
。

第
五
條
は
、
会
計
担
当
の
大
當
番
が
、
会
費
を
持
ち
逃
げ
し
た
り
、
使
い
込
ん
で
し
ま
っ
た
場
合
は
、
人
當
番
を
選
出
し
て
い
る
飯

場
の
責
任
で
返
済
し
、
当
事
者
は
、
懲
罰
法
に
よ
り
友
子
か
ら
除
名
さ
れ
る
と
規
定
し
て
い
る
。

第
二
章
は
、
山
中
委
員
の
「
撰
挙
法
」
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
第
六
條
は
、
「
山
中
委
員
ハ
各
飯
場
二
於
テ
弐
名
ヲ

撰
挙
」
し
、
直
ち
に
大
當
番
に
届
出
る
べ
し
と
規
定
し
て
い
る
。
任
期
は
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
後
に
見
る
よ
う
に
他
坑
の
例
で
は
、

一
カ
月
で
あ
っ
た
。
こ
の
山
中
委
員
と
は
、
各
飯
場
か
ら
選
出
さ
れ
る
友
子
の
代
表
で
あ
り
、
友
子
は
、
各
飯
場
か
ら
二
名
ず
つ
の
代



も
っ
と
も
第
二
章
で
は
、
肝
心
の
大
當
番
や
箱
元
の
選
出
法
に
つ
い
て
何
も
規
定
さ
れ
て
い
な
い
。
大
當
番
は
、
当
時
は
後
に
本
山

坑
友
子
の
分
析
で
詳
し
く
み
る
よ
う
に
、
飯
場
頭
に
よ
っ
て
交
替
で
担
当
さ
れ
、
箱
元
も
大
當
番
に
よ
っ
て
担
当
さ
れ
て
い
た
よ
う
で

あ
る
。
そ
れ
は
、
飯
場
頭
に
よ
る
友
子
の
支
配
が
強
ま
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。

仕
第
三
章
は
、
山
中
委
員
の
会
議
の
ル
ー
ル
を
「
議
会
法
」
と
し
て
規
定
し
て
い
る
。
第
七
條
は
、
「
山
中
会
議
Ｌ
の
開
催
に
は
、
大

雌
當
番
は
、
予
め
「
議
事
案
」
を
作
り
、
「
開
会
時
日
」
を
付
け
て
各
委
員
に
「
報
告
」
し
、
各
委
員
の
「
捺
印
」
を
要
す
る
と
規
定
し

即
て
い
る
。
第
八
條
は
、
会
議
の
成
立
条
件
を
規
定
し
た
も
の
で
、
委
員
の
半
数
以
上
で
開
会
し
、
「
可
否
」
を
決
す
る
場
合
は
、
「
半
数

蹄
以
上
」
の
「
賛
成
」
が
必
要
で
あ
る
と
規
定
し
て
い
る
。
同
数
の
場
合
は
、
大
当
番
に
判
断
が
委
ね
ら
れ
た
。
友
子
の
伝
統
的
な
慣
行

（
４
）
 

敬
は
、
友
子
の
重
要
な
問
題
は
、
こ
の
山
中
会
議
に
諮
っ
た
う
え
で
決
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
他
、
欠
席
に

ナ制
つ
い
て
詳
し
い
規
定
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
一
」
一
」
で
は
説
明
を
省
き
た
い
。

｝
」

川
第
十
一
條
は
、
大
當
番
は
、
「
会
議
ヲ
擾
乱
」
し
た
者
、
「
酒
気
」
を
帯
び
会
議
を
「
妨
」
げ
た
者
に
「
退
場
」
を
〈
叩
じ
る
一
」
と
が
出

刷慰
来
る
と
規
定
し
て
い
る
。
第
十
二
條
は
、
〈
呑
議
の
決
議
事
項
は
、
必
ず
「
議
事
録
」
に
記
載
し
、
大
當
番
は
そ
れ
を
読
み
上
げ
、
各
委

足

員
の
捺
印
を
要
す
る
、
そ
し
て
各
委
員
は
各
自
の
飯
場
へ
三
日
以
内
に
「
通
知
」
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
規
定
し
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
規
定
は
、
山
中
会
議
の
ル
ー
ル
の
厳
し
さ
を
よ
く
物
語
っ
て
い
る
。

第
四
章
は
、
ま
ず
他
山
と
の
交
際
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。
第
十
五
條
は
、
「
他
鉱
山
及
ビ
富
山
内
」
に
対
す
る
「
事
務
」
は
、

８
大
當
番
の
「
負
担
」
で
あ
り
、
｜
「
他
山
二
対
ス
ル
往
復
書
類
」
の
費
用
は
予
備
金
か
ら
支
出
す
る
と
規
定
し
て
い
る
。
第
十
六
條
は
、
「
箱

５
 

３
 

元
ヨ
リ
発
布
セ
シ
回
章
類
」
を
紛
失
し
た
時
は
「
金
五
十
銭
」
の
罰
金
で
あ
る
と
規
定
し
て
い
る
。
こ
｝
」
で
友
子
が
他
鉱
山
と
の
書
簡

（９） 

表
委
員
を
選
び
、
山
中
一

持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

山
中
委
員
の
会
議
を
も
ち
、
友
子
の
最
高
決
定
機
関
と
し
て
い
た
。
友
子
は
、
こ
の
よ
う
な
民
主
的
な
運
営
機
関
を
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の
交
換
を
頻
繁
に
行
っ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

第
十
七
條
は
、
浪
人
に
つ
い
て
規
定
し
た
も
の
で
、
「
各
飯
場
二
於
テ
使
役
ノ
有
無
」
に
拘
ら
ず
、
「
登
飯
浪
人
」
に
は
、
「
洗
足
前

箱
元
へ
出
頭
ナ
サ
シ
メ
山
中
交
際
ト
シ
テ
金
弐
十
銭
並
一
一
証
明
書
」
を
与
え
、
飯
場
に
迎
え
入
れ
る
べ
き
で
あ
る
、
と
規
定
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
浪
人
鉱
夫
が
あ
る
鉱
山
に
友
子
を
頼
っ
て
登
飯
し
て
き
た
時
の
手
順
を
示
し
て
い
る
。

第
十
八
條
か
ら
二
十
條
ま
で
は
友
子
鉱
夫
の
守
る
べ
き
雇
用
、
労
働
、
生
活
の
秩
序
を
規
定
し
た
も
の
で
、
他
の
友
子
規
定
に
は
あ

ま
り
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
第
十
八
條
は
、
「
職
務
上
一
一
関
シ
破
廉
恥
ノ
所
業
」
（
職
務
上
で
の
重
要
な
友
子
ル
ー
ル
違
反
を
指
し

て
い
る
）
を
な
し
、
「
坑
夫
全
体
二
面
目
ヲ
汚
シ
」
、
改
心
し
な
い
者
は
、
懲
罰
法
に
よ
り
除
名
し
他
鉱
山
に
「
通
牒
」
す
る
と
し
て
い

る
。
第
十
九
條
も
前
條
と
同
様
の
規
定
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
初
め
て
当
鉱
山
で
働
く
こ
と
を
希
望
す
る
者
は
、
「
保
証
人
並
一
一
飯
場
一

同
ノ
厚
誼
ニ
ョ
リ
住
口
ヲ
得
以
テ
職
業
ヲ
経
営
ス
ル
モ
ノ
ナ
レ
バ
出
精
勉
強
ヲ
以
テ
従
事
ス
ル
ハ
當
然
ク
リ
」
と
し
、
し
か
る
に
「
川

則
を
拠
棄
シ
業
務
二
倦
怠
シ
」
、
脱
走
し
た
り
下
山
し
た
者
は
、
友
子
の
「
厚
意
ヲ
忘
恩
シ
義
務
ヲ
欠
キ
…
…
迷
惑
ノ
係
ル
所
業
Ｌ
で

あ
る
と
し
て
、
除
名
処
分
す
る
と
規
定
し
て
い
る
。
た
だ
し
事
情
の
あ
る
場
合
は
、
救
済
も
あ
り
う
る
と
付
け
加
え
て
い
る
。

友
子
は
、
直
接
資
本
と
雇
用
関
係
を
結
ん
で
は
い
な
い
が
、
労
資
間
に
色
々
な
形
で
介
入
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
友
子
が
浪
人
と

鉱
業
所
と
の
間
に
入
り
、
雇
用
の
保
証
人
役
を
果
た
し
、
か
つ
雇
用
秩
序
を
自
主
的
に
維
持
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。

第
二
十
條
は
、
「
童
彦
道
ヲ
以
テ
渡
世
シ
「
一
、
良
民
を
害
す
る
よ
う
な
「
無
頼
ノ
徒
」
と
「
交
際
」
し
、
宿
な
ど
を
貸
す
者
は
、
「
富

山
交
際
ヲ
拒
絶
」
、
す
な
わ
ち
当
鉱
山
の
友
子
か
ら
追
放
処
分
す
る
と
規
定
し
て
い
る
。
「
衰
彦
道
」
が
何
を
意
味
す
る
か
分
か
ら
な
い

が
、
お
そ
ら
く
博
打
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

第
五
章
は
、
「
鉛
賊
」
つ
ま
り
鉱
石
窃
盗
の
処
罰
、
紛
失
鉱
石
の
申
請
手
続
き
な
ど
採
鉱
労
働
上
の
ル
１
ル
、
休
業
日
入
坑
手
続
き

な
ど
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。
足
尾
銅
山
の
採
鉱
は
出
来
高
制
で
あ
り
、
鉛
と
呼
ば
れ
る
鉱
石
は
、
「
叺
」
（
か
ま
す
）
に
入
れ
ら



第
二
十
二
條
は
、
坑
内
で
「
鉛
叺
」
が
破
損
し
た
時
に
入
れ
換
え
を
欲
す
る
と
き
は
、
二
つ
の
「
飯
場
ノ
立
会
‐
を
必
要
と
し
、
こ

』上
の
手
順
を
経
ず
に
そ
れ
を
為
し
た
場
合
は
、
「
鉛
賊
」
と
見
な
し
、
友
子
を
除
名
す
る
と
規
定
し
て
い
る
。
自
分
の
「
鉛
叺
」
の
近
く

く蝿
に
落
ち
て
い
た
鉱
石
と
一
一
一
口
え
ど
も
、
さ
き
の
手
続
き
に
従
う
べ
し
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。

即
第
一
一
十
三
條
は
、
坑
内
で
ｎ
分
が
採
鉱
し
た
鉱
石
ま
た
は
「
鉛
叺
」
を
盗
ん
だ
犯
人
を
発
見
し
た
時
は
、
そ
こ
に
居
合
わ
せ
た
同
職

粥
者
二
名
以
上
の
保
証
人
を
必
要
と
し
、
ま
た
納
鉱
場
で
発
見
し
た
時
は
、
実
地
検
査
の
上
、
自
分
の
属
す
る
飯
場
の
当
番
を
同
道
し
、

故
窃
盗
の
事
情
を
記
し
た
書
面
を
持
っ
て
大
當
番
に
出
頭
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
大
當
番
は
、
こ
れ
を
検
討
し
処
理
す
る
。
た
だ
し
被

寸籾
疑
者
は
「
鉛
賊
」
と
判
定
さ
れ
た
場
ム
ロ
は
、
山
中
議
会
を
経
ず
し
て
除
名
処
分
さ
れ
る
、
と
規
定
し
て
い
る
。
も
し
問
題
が
一
」
じ
れ
た

》
」

川
場
ム
ロ
に
は
、
山
巾
議
〈
雪
に
か
け
て
解
決
を
計
る
と
あ
る
。

１
 

職
第
二
十
四
條
は
、
司
鉛
賊
」
の
容
疑
で
取
調
中
に
逃
走
し
て
も
、
証
拠
十
分
の
場
合
は
前
條
の
規
定
に
従
う
。
な
お
犯
人
が
逃
亡
す

足

る
と
、
犯
人
を
出
し
た
飯
場
は
「
捜
索
方
」
を
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
猶
予
願
を
だ
せ
ば
事
情
に
よ
り
一
カ
月
か
ら

エ
ハ
カ
月
以
内
の
猶
予
が
与
え
ら
れ
た
。
し
か
し
期
限
内
に
犯
人
を
見
つ
け
ら
れ
な
い
時
は
、
鉛
賊
と
見
な
し
て
処
分
す
る
、
と
し
て
い
る
。

な
お
懲
罰
法
は
、
特
に
第
二
條
は
「
鉛
賊
会
議
」
を
開
く
必
要
が
あ
る
時
に
は
、
加
害
飯
場
、
（
犯
人
を
出
し
た
飯
場
）
は
各
委
員

６
一
名
に
対
し
四
十
銭
宛
箱
元
に
支
払
い
、
「
犯
人
ハ
頭
役
二
渡
シ
其
筋
ノ
法
ヲ
仰
グ
ベ
シ
ー
｜
と
規
定
し
て
い
る
。
第
参
條
は
、
犯
人
が

３
 

５
 

脱
走
し
た
時
は
、
加
害
飯
場
に
「
足
尾
四
力
山
坑
夫
取
立
ノ
臨
席
ヲ
一
一
ヶ
年
間
停
止
ス
ル
」
と
し
て
い
る
。

(ＩＤ 

と
規
定
し
て
い
る
。

れ
、
焼
印
を
印
し
た
木
札
を
つ
け
て
採
鉱
者
の
印
と
し
た
。
木
札
が
と
れ
て
誰
の
物
か
分
か
ら
な
く
な
っ
た
「
叺
」
は
、
「
山
中
釦
」

と
呼
ば
れ
、
そ
の
代
金
は
友
子
の
会
計
に
組
み
入
れ
ら
れ
る
慣
行
に
な
っ
て
い
た
。
第
二
十
一
條
は
、
そ
の
点
を
規
定
し
て
、
更
に

「
叺
」
の
真
の
所
有
者
が
所
有
を
主
張
す
る
時
は
、
大
當
番
と
関
係
者
が
同
道
し
て
「
点
検
ノ
上
」
本
人
に
返
却
す
る
こ
と
が
あ
る
、



(１２） 355 

委
任
す
る
、
と
規
定
し
て
い

た
事
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

第
二
十
八
條
は
、
取
立
を
希
望
す
る
場
合
は
、
四
十
日
以
前
に
大
當
番
に
届
出
る
事
と
し
、
出
願
人
が
二
十
名
以
下
の
場
合
は
却
下

し
、
取
立
式
を
実
行
す
る
時
は
、
各
飯
場
よ
り
「
世
話
人
」
を
選
出
し
、
五
日
以
内
に
大
當
番
が
世
話
人
を
招
集
し
て
、
取
立
業
務
を

委
任
す
る
、
と
規
定
し
て
い
る
。
追
願
は
、
式
の
五
日
前
ま
で
認
め
ら
れ
た
。
色
々
と
「
障
害
」
の
あ
る
者
は
、
取
立
か
ら
除
外
さ
れ

第
二
十
六
條
は
、
当
山
で
「
交
際
除
名
」
さ
れ
た
者
は
、
足
尾
銅
山
で
は
働
く
こ
と
は
で
き
な
い
、
た
だ
し
「
坑
夫
飯
場
以
外
」
で

は
そ
の
限
り
で
は
な
い
と
あ
る
。
採
鉱
以
外
の
部
門
で
は
い
い
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
交
際
除
名
」
さ
れ
た
者
は
、
他
の
鉱
山

に
お
い
て
も
友
子
メ
ン
バ
ー
と
し
て
扱
わ
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

以
上
の
よ
う
に
、
第
五
章
は
、
坑
内
の
労
働
秩
序
特
に
鉱
石
の
窃
盗
処
罰
を
規
定
し
、
ま
た
休
日
の
労
働
を
禁
止
し
て
お
り
、
そ
れ

は
、
採
鉱
労
働
の
過
程
に
お
い
て
友
子
が
如
何
に
労
働
秩
序
、
規
律
を
自
主
的
に
維
持
し
て
い
た
か
を
よ
く
示
し
て
い
る
。
特
に
こ
こ

で
注
目
し
て
お
き
た
い
の
は
、
鉱
石
の
窃
盗
の
よ
う
な
刑
事
問
題
の
処
理
を
今
な
お
友
子
の
自
治
に
任
せ
て
い
た
こ
と
は
、
驚
き
で
あ

り
、
友
子
の
自
治
能
力
が
如
何
に
大
き
か
っ
た
か
を
如
実
に
物
語
る
も
の
で
あ
る
。

第
六
章
は
、
取
立
と
浪
客
交
際
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。
第
二
十
七
條
は
、
渡
り
坑
夫
と
地
坑
夫
の
取
立
は
、
毎
年
十
二
月
に
行

う
こ
と
と
し
、
「
定
席
」
は
旧
例
に
従
う
と
規
定
し
て
い
る
。
な
お
こ
の
規
定
は
、
地
渡
り
両
友
子
が
一
緒
に
取
立
式
を
行
っ
て
い
る

る
。
こ
の
規
定
は
、
》

注
目
し
て
お
き
た
い
。

こ
と
を
示
し
て
い
る
。

第
二
十
五
條
は
、
当
山
の
「
休
業
日
ハ
相
互
二
入
坑
ヲ
戒
」
し
め
、
鉱
業
所
の
命
令
に
よ
る
場
合
は
、
「
其
旨
大
當
番
二
届
出
」
し

て
か
ら
入
坑
す
べ
し
と
し
、
違
反
者
は
、
第
二
十
二
條
の
規
定
す
な
わ
ち
鉛
賊
規
定
に
よ
り
友
子
か
ら
除
名
す
る
と
規
定
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
規
定
は
、
労
働
日
に
対
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
友
子
規
約
に
は
全
く
見
ら
れ
な
い
ギ
ル
ド
的
な
労
働
規
制
と
し
て
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第
三
十
三
條
、
當
山
の
友
子
鉱
夫
は
、
職
務
外
で
す
な
わ
ち
採
鉱
部
門
以
外
で
働
い
て
い
て
も
、
同
業
者
と
し
て
同
等
に
扱
わ
れ
る
。

第
三
十
四
條
、
他
坑
か
ら
友
子
の
用
件
（
下
面
状
、
本
面
状
へ
の
署
名
な
ど
の
為
）
で
来
客
し
た
鉱
夫
に
は
、
交
際
金
五
十
銭
を
文

給
す
る
。
時
に
は
弁
当
の
支
給
も
。

第
三
十
五
條
、
三
十
六
條
は
、
奉
願
帳
制
度
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。

第
三
十
五
條
は
、
奉
願
帳
、
寄
付
帳
持
ち
浪
人
に
は
、
當
坑
他
鉱
山
を
問
わ
ず
、
一
飯
場
一
泊
、
當
坑
全
体
で
二
十
三
泊
の
回
飯
を

認
め
、
最
後
に
箱
元
に
立
ち
寄
り
、
回
飯
済
み
の
証
明
を
貰
い
、
五
十
銭
の
饒
別
が
支
給
さ
れ
る
、
と
規
定
し
て
い
る
。
（
注
、
回
飯

第
三
十
二
條
、
」

金
を
支
給
さ
れ
る
。

第
二
十
九
條
は
、
取
立
志
願
者
に
は
、
一
人
四
銭
ず
つ
の
祝
儀
が
会
計
か
ら
支
出
さ
れ
る
と
規
定
し
て
い
る
。
第
三
十
條
は
、
他
坑

の
取
立
式
へ
の
「
祝
儀
」
を
規
定
し
た
も
の
で
、
本
山
坑
八
円
、
通
洞
五
円
、
寶
小
橋
坑
三
円
で
あ
っ
た
。
式
に
出
席
す
る
立
会
人
は
、

「
箱
組
ノ
委
員
」
が
あ
た
り
、
日
当
五
十
銭
が
支
給
さ
れ
る
、
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
箱
組
の
委
員
と
は
、
箱
元
が
各
飯
場
に
交
替
で

回
っ
て
い
っ
た
時
、
當
番
に
あ
た
っ
た
飯
場
の
山
中
委
員
の
こ
と
で
あ
る
。

第
三
十
一
條
は
、
取
立
式
で
取
立
五
名
以
下
の
場
合
は
、
世
話
人
を
選
出
せ
ず
、
立
会
は
、
五
名
以
下
と
す
る
と
し
て
い
る
。
取
立

に
際
し
て
の
「
役
」
は
、
二
役
を
禁
止
し
、
職
親
に
は
連
続
し
て
な
れ
な
い
と
あ
る
。
正
当
な
理
由
が
あ
れ
ば
認
め
ら
れ
た
。
但
し
職

親
に
な
れ
る
の
は
、
取
立
後
満
四
年
以
上
の
者
、
「
老
人
役
Ｌ
は
最
高
の
取
立
年
齢
の
者
、
「
中
老
役
」
は
取
立
後
満
一
年
以
化
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
、
と
さ
れ
て
い
る
。

以
化
の
よ
う
な
取
立
ル
ー
ル
は
、
当
時
は
鉱
山
ご
と
に
少
し
ず
つ
異
な
っ
て
い
た
が
、
大
体
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
っ
た
。

第
七
章
は
、
各
種
の
交
際
金
の
給
与
を
規
定
し
た
も
の
で
、
要
点
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

第
三
十
二
條
、
坑
夫
飯
場
の
開
設
に
は
、
雇
用
し
た
坑
夫
を
逐
一
大
當
番
に
届
出
て
捺
印
し
、
箱
一
加
か
ら
一
人
当
り
一
一
十
銭
の
交
際
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中
に
各
飯
場
で
何
が
し
か
の
寄
付
を
も
ら
う
。
）
回
飯
中
に
発
病
し
た
時
は
、
医
師
の
診
断
書
を
添
え
て
届
出
る
こ
と
。
箱
元
は
回
飯

後
の
滞
在
を
認
め
な
い
。
身
体
不
自
由
者
な
ど
は
、
奉
願
帳
七
円
、
寄
付
帳
四
円
の
救
助
金
の
他
、
他
山
へ
の
護
送
費
用
は
箱
元
の
支

出
と
す
る
、
な
ど
と
し
て
い
る
。
ま
た
本
山
、
通
洞
、
實
子
橋
の
各
坑
で
調
製
し
た
奉
願
帳
、
寄
付
帳
持
ち
で
歩
行
困
難
な
場
合
は
、

そ
の
箱
元
の
依
頼
が
あ
れ
ば
、
當
坑
の
大
當
番
は
、
回
飯
を
認
め
そ
の
帳
簿
へ
添
書
し
て
各
飯
場
へ
差
し
回
し
寄
付
を
募
る
こ
と
。

第
三
十
六
條
は
、
當
坑
で
調
製
し
た
奉
願
帳
、
寄
付
帳
に
は
、
五
円
が
与
え
ら
れ
る
、
し
か
し
六
十
日
後
に
は
一
切
無
関
係
と
す
る
、

と
規
定
し
て
い
る
。
な
お
第
四
卜
條
で
は
、
奉
願
帳
の
調
製
を
出
願
す
る
者
は
、
医
師
の
診
断
書
に
よ
り
許
可
す
る
、
と
あ
る
。

第
三
十
七
條
か
ら
三
十
九
條
は
、
死
亡
に
対
す
る
手
当
を
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。

第
三
十
七
條
、
浪
人
本
人
の
場
合
は
十
円
、
妻
、
小
児
の
場
合
は
そ
れ
ぞ
れ
五
円
、
三
円
を
文
給
す
る
。
葬
式
に
は
、
各
飯
場
か
ら

當
番
一
名
を
出
す
。

第
三
十
八
條
、
》

第
三
十
九
條
、
家

認
し
監
督
す
る
。
唾

第
三
十
八
條
、
當
坑
の
友
子
の
死
亡
に
は
八
円
、
十
二
歳
以
上
の
家
族
に
は
四
円
を
支
給
す
る
。

第
三
十
九
條
、
死
亡
は
各
飯
場
に
通
知
し
、
会
葬
当
番
は
定
刻
ま
で
に
出
頭
す
る
。
大
當
番
は
定
刻
前
に
出
張
し
会
葬
の
執
行
を
確

認
し
監
督
す
る
。
遅
刻
者
は
処
罰
さ
れ
る
。

第
四
十
條
か
ら
四
十
三
條
は
、
傷
病
手
当
を
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。

第
四
十
條
、
當
坑
の
友
子
で
廃
疾
（
か
た
わ
）
と
な
っ
た
者
は
、
大
當
番
の
審
査
、
協
議
の
上
十
円
か
ら
二
十
円
ま
で
を
給
与
す

る
。
奉
願
帳
調
製
を
受
け
る
者
は
除
く
。

第
四
十
一
條
、
普
通
の
傷
病
者
に
は
、
三
十
日
か
ら
六
十
日
ま
で
は
一
円
、
九
十
日
ま
で
二
円
、
百
日
ま
で
一
一
円
五
十
銭
、
百
五
十

日
ま
で
は
三
円
か
ら
五
円
ま
で
補
助
す
る
。

第
四
十
二
條
、
當
坑
で
四
十
年
以
上
の
交
際
を
続
け
、
老
衰
の
た
め
働
け
ず
退
山
す
る
者
に
は
、
審
査
協
議
の
上
五
円
か
ら
十
円
を
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す
る
、
と
規
定
し
て
い
る
。

給
与
す
る
。

第
四
十
五
條
は
、
出
征
に
際
し
て
は
、
饅
別
一
円
を
給
与
す
る
、
と
規
定
し
て
い
る
。
但
し
証
明
書
を
も
っ
て
届
出
る
こ
と
。

第
四
十
六
條
は
、
年
二
回
の
各
飯
場
順
禮
を
廃
止
し
、
大
當
番
の
処
で
名
刺
（
な
ふ
だ
）
に
よ
り
禮
義
を
済
ま
せ
る
、
と
規
定
し
て

い
る
。
こ
れ
は
、
友
子
会
員
の
点
検
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

第
四
十
七
、
四
十
八
の
二
條
は
、
傷
病
の
救
助
申
請
手
続
き
と
し
て
、
医
師
の
証
明
書
を
必
要
と
す
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。

第
八
章
は
、
山
神
祭
に
つ
い
て
規
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

第
四
十
九
條
は
、
当
坑
の
山
神
祭
に
は
箱
元
か
ら
御
供
一
斗
五
升
を
神
前
に
奉
じ
、
管
理
、
分
配
は
大
當
番
が
あ
た
る
、
末
社
に
つ

い
て
は
箱
元
か
ら
五
円
を
支
給
し
世
話
人
が
世
話
に
あ
た
る
、
と
規
定
し
て
い
る
。

第
五
十
條
は
、
大
當
番
が
他
坑
の
箱
元
へ
出
頭
す
る
と
き
は
、
｜
日
七
十
銭
を
支
給
す
る
と
規
定
し
て
い
る
。

第
五
十
一
條
は
、
「
當
リ
箱
元
委
員
」
（
箱
元
當
番
の
こ
と
）
は
、
一
カ
月
五
円
の
報
酬
と
規
定
し
て
い
る
。

第
五
十
三
條
は
、
「
箱
元
月
割
規
定
」
は
二
年
毎
に
抽
選
す
る
、
と
規
定
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
一
カ
月
交
替
に
な
っ
て
い
る
箱
元

の
當
番
の
順
位
を
抽
選
で
決
め
よ
う
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。

以
上
が
小
滝
坑
の
友
子
規
約
の
概
要
で
あ
る
。

な
お
こ
の
規
約
で
は
、
友
子
の
組
織
、
特
に
大
當
番
、
箱
元
な
ど
の
役
員
の
構
成
、
選
出
方
法
が
不
明
で
あ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い

第
四
十
三
條
は
、
火
災
救
助
に
関
す
る
も
の
で
、
當
坑
の
火
災
罹
災
者
に
は
、
一
名
に
付
三
十
銭
を
支
給
し
、
隣
山
の
火
災
に
対
し

て
は
、
大
當
番
か
ら
三
円
か
ら
六
円
を
救
助
す
る
、
と
規
定
し
て
い
る
。

第
四
十
四
條
は
、
當
坑
で
一
雇
用
さ
れ
て
い
て
逃
亡
し
た
者
は
、
友
子
を
除
名
さ
れ
る
が
、
再
雇
用
を
望
む
時
は
大
當
番
の
許
可
を
要
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て
は
次
節
で
詳
し
く
分
析
し
た
い
。

こ
こ
で
小
滝
坑
の
友
子
規
約
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
当
時
の
友
子
の
基
本
的
な
特
徴
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
ま
ず
初
め
に
全
体
と

し
て
指
摘
し
て
お
き
た
い
の
は
、
足
尾
銅
山
の
友
子
は
制
度
的
に
み
て
極
め
て
著
し
い
発
達
を
み
て
い
た
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ

は
、
当
時
足
尾
銅
山
が
、
日
本
で
有
力
な
鉱
山
で
あ
っ
た
こ
と
に
原
因
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
鉱
夫
の
数
の
大
き
さ
も
友
子
の
発
達
を

促
し
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
足
尾
銅
山
の
友
子
は
、
古
く
か
ら
存
在
し
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
明
治
二
十
年
代
か
ら
発
達
し
、
他
の
鉱

山
の
友
子
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
思
わ
れ
る
。

次
に
友
子
の
組
織
に
つ
い
て
み
よ
う
。
第
一
に
、
友
子
の
組
織
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
第
二
、
第
三
章
に
規
定
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
、
山
中
委
員
の
選
出
法
と
山
中
委
員
の
会
議
運
営
法
の
民
主
的
性
格
に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
の
民
主
的
性
格
こ
そ
、
友
子
が
一
般
の

鉱
夫
の
意
志
を
反
映
す
る
こ
と
が
出
来
る
大
き
な
根
拠
で
あ
っ
た
。
暴
動
前
の
至
誠
会
に
同
調
し
て
友
子
が
労
働
組
合
化
し
た
の
も
こ

（
４
）
 

の
山
中
委
員
制
度
の
民
主
的
性
格
に
あ
っ
た
。

第
二
に
注
目
し
た
い
の
は
、
規
約
で
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
大
當
番
や
箱
元
の
役
が
飯
場
頭
に
よ
り
独
占
的
に
占
め
ら
れ
、
山
中

委
員
の
民
主
的
性
格
を
著
し
く
制
限
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
飯
場
制
度
と
友
子
制
度
の
癒
着
を
示
す
と
同
時
に
飯
場
頭
の

友
子
支
配
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
も
後
に
更
に
実
証
的
に
詳
し
く
論
じ
た
い
。

次
に
友
子
の
機
能
に
つ
い
て
み
た
い
。
第
一
に
注
目
し
た
い
の
は
、
第
四
章
、
第
五
章
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
友
子
の
雇
用
秩
序
、
採

鉱
過
程
に
お
け
る
労
働
規
律
、
秩
序
の
維
持
を
極
め
て
厳
し
く
規
定
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
当
時
資
本
が
ま
だ
独
自
の
労

務
管
理
能
力
を
十
分
に
保
持
せ
ず
、
友
子
に
よ
る
生
活
・
労
働
に
お
け
る
規
律
維
持
機
能
を
利
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
を

よ
く
示
し
て
い
る
。
暴
動
後
に
も
友
子
を
廃
止
出
来
な
か
っ
た
理
由
の
一
つ
が
、
こ
こ
に
あ
っ
た
と
言
っ
て
い
い
。

第
二
に
、
取
立
、
箱
允
交
際
、
山
中
交
際
な
ど
の
友
子
の
活
動
が
非
常
に
活
発
で
、
そ
の
内
容
も
水
準
が
高
か
っ
た
こ
と
が
注
曰
さ
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③
本
山
坑
に
お
け
る
友
子
の
組
織
構
成

小
滝
坑
の
友
子
規
約
は
、
足
尾
銅
山
に
お
け
る
当
時
の
友
子
制
度
の
実
態
と
構
造
を
か
な
り
の
程
度
明
ら
か
に
し
て
い
る
と
言
え
よ

う
。
し
か
し
必
ず
し
も
友
子
組
織
の
全
体
像
が
は
っ
き
り
し
た
訳
で
は
な
い
。
特
に
友
子
役
員
、
す
な
わ
ち
大
當
番
、
箱
元
の
選
出
方

法
は
ど
う
な
っ
て
い
た
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
ま
ず
こ
の
点
を
、
最
近
発
見
さ
れ
た
明
治
三
十
年
代
末
の
本
山
坑
の
友
子
資
料
を
分
析

れ
る
。
こ
の
点
も
後
に
詳
し
く
検
討
し
た
い
。

で
は
、
次
に
最
近
発
見
さ
れ
た
足
尾
銅
山
の
友
子
資
料
に
よ
っ
て
、
当
時
の
友
子
の
活
動
を
も
う
少
し
具
体
的
に
見
る
こ
と
に
し
よ

》
っ
ｏ注（
１
）
『
栃
木
県
史
』
史
料
編
・
近
現
代
二
、
を
参
照
さ
れ
た
い
。
こ
れ
を
分
析
し
た
も
の
に
二
村
一
夫
『
足
尾
暴
動
の
史
的
分
析
」
が
あ
る
。

（
２
）
左
合
藤
三
郎
編
『
飯
場
制
度
関
係
資
料
」
、
同
『
古
河
鉱
業
・
使
用
人
一
般
状
況
」
参
照
。
な
お
こ
の
資
料
は
、
故
左
合
藤
三
郎
氏
が
自
費

出
版
し
た
も
の
で
あ
り
、
市
販
さ
れ
て
い
な
い
が
、
残
部
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
、
入
用
の
方
は
、
ご
連
絡
下
さ
い
。
こ
の
元
資
料
を
分

析
し
た
も
の
に
、
大
山
敷
太
郎
『
鉱
業
労
働
と
親
方
制
度
』
が
あ
る
。

（
３
）
こ
の
規
約
は
、
二
村
一
夫
氏
が
以
前
に
東
大
の
図
書
館
で
発
見
し
た
も
の
で
あ
り
、
未
公
開
で
あ
っ
た
も
の
を
、
氏
の
厚
意
で
こ
こ
で
利
用

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
原
文
の
漢
字
に
は
ふ
り
が
な
が
付
い
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
省
い
た
。
い
ず
れ
何
処
か
で
全
文
を
紹
介
し
た
い
。

（
４
）
友
子
の
民
主
的
性
格
に
つ
い
て
は
、
既
に
拙
著
の
二
九
六
頁
で
詳
し
く
論
じ
、
二
村
氏
も
早
く
か
ら
指
摘
し
て
い
る
（
前
掲
書
、
五
八
頁
参

照
）
が
、
友
子
の
民
主
的
な
性
格
は
、
こ
の
規
定
に
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。

③
明
治
三
十
年
代
末
の
足
尾
銅
山
に
お
け
る
友
子
制
度
の
構
造
ロ

ー
明
治
三
十
年
代
末
の
資
料
に
よ
る
友
子
の
組
織
と
機
能
Ｉ
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役
と
も
呼
ば
れ
た
）
が
月
毎
に
交
代
で
担
当
し
て
い
る
。
し
か
し
月
毎
の
交
代
と
言
っ
て
も
、
二
十
五
名
が
単
純
に
交
代
す
る
の
で
は

な
い
。
太
田
貞
祐
氏
の
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
二
十
五
の
飯
場
は
六
グ
ル
ー
プ
に
分
け
ら
れ
、
各
グ
ル
ー
プ
か
ら
代
表
飯
場
頭
が
選

（
４
）
 

ば
れ
、
六
カ
月
に
一
回
ご
と
に
大
頭
番
を
担
当
し
た
。
ち
な
み
に
一
一
一
十
四
カ
月
間
の
う
ち
担
当
回
数
は
、
一
二
人
が
一
一
一
回
、
六
人
が
一
一
回
、

第２図本山坑の友子組織の構成

JMi-】可亜 l獺
） 
山中委員

(月ごと選出）
L）ＯＬＪＯＯＯoＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＣ 

]DODmmmDDOOODO)琶鰯

)悲繍場

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
し
よ
う
。
当
時
の
本
山
坑
の
友
子
組
織
は
、

第
２
図
に
示
し
た
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る

（
１
）
 

友
子
の
役
員
に
つ
い
て
み
る
と
、
暴
動
の
際
に
取
材
し
た
「
万
朝
報
」
紙
が

ｏ
 

賊
報
じ
て
い
る
よ
う
に
、
「
山
中
委
員
」
ま
た
は
「
山
中
當
番
」
は
、
各
飯
場

畑
か
ら
「
正
副
二
名
を
選
出
」
さ
れ
る
、
山
中
委
員
は
更
に
、
「
常
務
委
員
を

頂
互
選
す
る
」
、
そ
し
て
コ
ケ
月
の
任
期
に
て
交
代
」
し
、
「
常
務
委
員
の

５
 

１
 

Ｊ
数
ハ
四
人
乃
至
六
人
に
て
箱
を
扱
う
」
、
「
之
を
箱
元
と
称
し
、
ま
た
山
中
大

鼓
當
番
と
も
呼
ぶ
」
・
こ
の
報
道
は
、
お
お
よ
そ
の
事
実
を
つ
い
て
い
る
・

社の
本
山
坑
の
明
治
三
十
七
年
四
月
か
ら
四
十
年
二
月
ま
で
の
「
救
与
明
細
〈
□

山
（
２
）
 

銅
薄
」
と
「
金
銭
出
入
帳
」
と
い
う
資
料
は
、
毎
月
の
交
際
費
の
一
部
の
支
出

尾足
と
山
中
大
當
番
、
箱
元
の
氏
名
が
記
入
さ
れ
て
お
り
、
彼
ら
の
選
出
方
法
が

ｒ
 

帥
推
察
で
き
る
。

（
３
）
 

田
山
中
委
員
は
、
各
飯
場
か
ら
二
名
ず
つ
選
出
さ
れ
た
。
こ
れ
に
は
問
題
が

太紺
あ
ま
り
な
い
。

山
中
大
當
番
役
は
、
友
子
会
員
を
抱
え
て
い
る
一
一
十
五
名
の
飯
場
頭
（
頭
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五
つ
の
「
箱
元
」
は
、
月
毎
に
交
替
で
「
當
番
」
と
な
り
会
計
を
担
当
し
た
。
各
号
の
箱
元
は
、
月
毎
の
会
計
報
告
に
「
本
山
坑
夫

交
際
取
扱
所
」
と
書
き
、
同
旨
の
印
鑑
の
捺
印
を
し
、
自
分
の
氏
名
を
署
名
し
た
。
こ
の
友
子
の
事
務
所
で
あ
る
交
際
取
扱
所
は
、
資

料
か
ら
得
ら
れ
る
印
象
で
は
各
号
の
箱
元
委
員
の
い
る
飯
場
を
巡
回
し
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
７
）
 

他
方
「
坑
夫
交
際
金
集
帳
」
と
い
う
資
料
は
、
そ
の
月
の
頭
役
大
當
番
が
、
各
飯
場
か
ら
一
父
際
金
を
集
金
し
て
、
一
定
の
額
を
予
め

箱
元
當
番
に
渡
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
箱
元
當
番
は
、
そ
の
月
の
交
際
費
の
支
出
を
管
理
し
、
そ
の
月
の
頭
役
大
當
番

が
集
金
し
た
金
を
受
取
り
、
月
毎
に
頭
役
大
當
番
に
会
計
報
告
を
し
て
い
る
。

し
か
し
頭
役
の
大
當
番
は
、
「
救
与
明
細
合
簿
」
の
中
で
「
頭
役
箱
元
」
と
か
「
頭
役
當
番
箱
元
」
と
か
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
れ

は
、
具
体
的
な
事
務
を
処
理
す
る
山
中
委
員
の
箱
元
担
当
と
、
会
費
の
集
金
な
ど
を
行
い
、
会
計
を
全
体
と
し
て
管
理
監
督
す
る
頭
役

十
二
人
一
回
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
大
頭
番
は
、
単
純
に
二
十
五
人
の
飯
場
頭
が
月
毎
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
担
当
し
た
の
で
は
な
か
っ

た
。
小
滝
坑
の
友
子
規
約
で
は
、
第
五
十
二
條
に
あ
る
よ
う
に
「
箱
元
月
割
規
定
」
に
よ
っ
て
、
つ
ま
り
二
年
に
一
回
二
年
分
の
當
番

が
抽
選
で
決
め
ら
れ
た
。
何
れ
に
し
る
暴
動
直
前
に
問
題
に
な
る
よ
う
に
、
飯
場
頭
ら
が
大
當
番
役
を
独
占
的
に
担
当
し
、
友
子
組
織

（
５
）
 

の
中
で
支
配
的
な
地
位
を
占
め
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

で
は
箱
元
役
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。
先
の
資
料
で
は
、
一
号
か
ら
五
号
ま
で
の
箱
元
役
が
決
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
箱
元
役
は
、
「
万

朝
報
」
の
言
う
「
常
務
委
員
」
で
あ
り
、
各
飯
場
か
ら
選
出
さ
れ
た
山
中
委
員
か
ら
、
五
飯
場
に
一
人
の
割
で
選
出
さ
れ
、
「
一
号
當

番
」
と
か
「
二
号
箱
元
」
と
か
呼
ば
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
箱
元
役
は
、
小
滝
坑
規
約
第
五
十
一
條
に
お
い
て
「
富
リ
箱
元
委
員
」
と

呼
ば
れ
て
い
る
も
の
に
相
当
す
る
で
あ
ろ
う
。
彼
ら
は
、
明
ら
か
に
頭
役
と
異
な
っ
た
人
物
で
あ
り
、
中
に
は
永
岡
鶴
蔵
の
組
織
し
て

（
６
）
 

い
た
「
同
志
会
」
の
メ
ン
バ
ー
も
混
じ
っ
て
い
た
。
一
一
十
一
人
ほ
ど
の
當
番
の
氏
名
が
わ
か
っ
て
い
る
が
、
一
一
回
以
上
担
当
し
た
者
は
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と
こ
ろ
が
足
尾
銅
山
の
友
子
は
、
一
般
的
な
傾
向
と
し
て
飯
場
単
位
の
友
子
か
ら
友
子
組
織
の
側
面
が
や
ｈ
も
す
る
と
失
わ
れ
、
飯

場
を
統
合
す
る
組
織
だ
け
が
友
子
で
あ
る
と
い
っ
た
印
象
を
与
え
て
い
る
。
こ
の
点
は
、
足
尾
銅
山
の
友
子
を
全
体
と
し
て
理
解
す
る

た
め
に
は
、
ぜ
ひ
と
も
頭
に
入
れ
て
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
柄
で
あ
る
。
さ
ら
に
注
意
を
要
す
る
に
は
、
足
尾
銅
山
の
場
合
友
子

の
活
動
Ⅱ
交
際
の
分
類
が
通
常
の
場
合
と
だ
い
ぶ
違
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
足
尾
銅
山
で
は
、
友
子
の
活
動
が
山
中
交
際

（
９
）
 

と
飯
場
交
際
と
に
一
一
分
さ
れ
て
い
た
。

足
尾
銅
山
で
の
山
中
交
際
は
、
通
常
の
箱
元
交
際
で
あ
る
奉
願
帳
、
浪
人
交
際
な
ど
を
指
し
、
足
尾
銅
山
の
飯
場
交
際
は
通
常
の
共

済
活
動
の
よ
う
な
山
中
交
際
を
指
し
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
足
尾
銅
山
の
場
合
、
も
っ
ぱ
ら
山
中
交
際
だ
け
が
友
子
の
活
動
で
あ

り
、
飯
場
交
際
は
、
友
子
の
活
動
と
言
う
よ
り
飯
場
独
特
の
活
動
で
あ
る
か
の
よ
う
に
見
な
さ
れ
て
い
る
。

と
は
言
え
、
友
子
鉱
夫
の
飯
場
と
非
友
子
の
飯
場
は
、
画
然
と
分
け
ら
れ
て
お
り
、
友
子
飯
場
は
、
山
中
交
際
と
飯
場
交
際
を
行
う

の
箱
元
當
番
の
二
通
り
が
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

（
８
）
 

そ
し
て
暴
動
直
前
の
争
議
に
お
い
て
、
至
誠
会
系
の
山
中
委
員
が
頭
役
か
ら
箱
の
取
り
戻
し
を
主
張
し
た
の
は
、
頭
役
が
交
代
で
担

当
し
て
い
た
箱
元
の
任
務
、
要
す
る
に
会
計
管
理
権
を
、
従
来
の
よ
う
に
山
中
委
員
の
手
に
取
り
戻
せ
と
言
う
意
味
で
あ
っ
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
本
山
坑
の
友
子
資
料
は
、
大
當
番
役
は
、
飯
場
頭
ら
に
月
毎
の
交
代
で
担
当
さ
れ
、
箱
元
役
も
、
頭
役
の
そ
の
月

の
大
當
番
に
よ
り
担
当
さ
れ
て
い
た
事
が
わ
か
る
。
山
中
委
員
の
箱
元
當
番
は
、
そ
の
下
で
働
い
て
い
た
実
務
担
当
者
で
あ
っ
た
。

次
に
友
子
の
組
織
構
成
を
見
て
お
き
た
い
。
友
子
組
織
は
、
大
鉱
山
で
は
通
常
各
飯
場
か
ら
な
る
単
位
組
織
と
、
そ
れ
を
統
合
す
る

組
織
と
か
ら
な
っ
て
い
た
。
足
尾
銅
山
の
本
山
坑
で
は
、
二
十
五
の
友
子
鉱
夫
飯
場
が
一
つ
の
友
子
組
織
を
形
成
し
、
各
飯
場
が
友
子

の
構
成
部
分
組
織
を
な
し
て
い
た
。
で
あ
る
か
ら
、
友
子
を
分
析
す
る
と
き
は
、
こ
の
二
つ
の
組
織
を
み
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
○ 
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第３図本山坑友子の会計システム

(２Ｊ） 

注：本文中の諸資料より作成

よ
》
っ
に
制
度
化
さ
れ
て
い
る
。
非
友
子
飯
場
は
、
山
中
交
際
を
行
わ
ず
、
「
別

（
皿
）

交
際
」
と
し
て
飯
場
交
際
だ
け
を
行
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
鉱
山

の
近
代
化
に
伴
っ
て
、
間
接
夫
が
増
大
し
、
友
子
の
機
能
の
一
部
が
友
子
に
加

入
し
な
い
鉱
夫
に
ま
で
波
及
し
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
の
点
を

理
解
し
て
お
か
な
い
と
足
尾
銅
山
の
友
子
の
具
体
的
な
組
織
と
活
動
を
正
し
く

理
解
で
き
な
い
。

こ
の
点
を
友
子
の
会
費
の
面
か
ら
少
し
検
討
し
て
み
よ
う
。
第
３
図
は
、
資

料
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
本
山
坑
の
友
子
の
会
計
シ
ス
テ
ム
の
概
観
で
あ
る
。

「
万
朝
報
」
は
、
毎
月
「
二
十
銭
づ
つ
」
で
あ
っ
た
と
記
し
て
い
る
。
し
か
し

友
子
の
会
費
は
、
ど
の
部
分
を
指
し
て
い
る
か
暖
昧
で
あ
る
。
そ
こ
で
ま
ず
こ

こ
で
確
認
し
て
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
暴
動
の
直
前
の
箱
取
り
戻

し
の
際
に
問
題
に
な
っ
た
よ
う
に
、
友
子
の
会
費
は
、
飯
場
の
経
費
と
こ
み
で

（
ｕ
）
 

「
飯
場
割
」
と
一
一
一
一
口
う
名
称
で
一
括
し
て
飯
場
頭
に
支
払
わ
れ
て
い
た
と
一
一
一
一
口
う
こ

と
で
あ
る
。
細
か
な
こ
と
は
分
か
っ
て
い
な
い
が
、
要
す
る
に
友
子
の
会
費
は
、

飯
場
の
経
費
と
一
緒
に
集
め
ら
れ
、
飯
場
経
費
と
混
同
さ
れ
て
い
た
と
言
う
こ

と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
友
子
と
飯
場
制
度
が
癒
着
し
て
い
た
こ
と
を
典
型
的
に

示
す
例
で
あ
る
。
（
こ
の
飯
場
割
の
制
度
は
他
の
鉱
山
に
あ
っ
た
か
ど
う
か
明

ら
か
で
は
な
い
。
）
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（
皿
）

暴
動
後
の
資
料
に
よ
れ
ば
、
こ
の
飯
場
割
は
、
「
Ｈ
組
合
費
（
山
中
交
際
金
）
、
口
香
典
、
饅
別
、
見
舞
金
、
附
ム
ロ
、
祝
儀
（
取
立
二

限
ル
の
注
あ
り
）
、
曰
飯
場
電
燈
、
家
賃
、
畳
、
障
子
張
替
、
諸
道
具
損
料
、
四
諸
雑
費
（
半
紙
、
蝋
燭
、
提
燈
等
）
、
田
給
料
、
手
当
、

礼
金
、
㈹
薪
炭
」
か
ら
成
っ
て
い
た
。
こ
れ
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
飯
場
割
の
う
ち
明
ら
か
に
友
子
関
係
の
経
費
は
Ｈ
と
口
で
あ
り
、

他
は
主
に
飯
場
の
経
費
で
あ
る
。
も
っ
と
も
四
田
は
友
子
に
も
係
わ
る
面
も
あ
る
。

暴
動
前
も
ほ
ご
こ
ん
な
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
暴
動
に
関
す
る
資
料
に
よ
れ
ば
、
こ
の
飯
場
割
は
、
飯
場
頭
が
管
理
し
、
坑
夫
一
人

當番に支払っていたのではないかと思われる。日）
（
週
）

当
り
「
一
円
五
十
銭
」
だ
っ
た
と
一
一
一
一
口
わ
れ
て
い
る
。
し
か
も
飯
場
割
は
、
一
円
五
十
銭
の
内
四
十
銭
位
が
飯
場
頭
の
収
入
源
だ
っ
た
。

実
費
は
、
一
円
十
銭
と
言
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
中
に
友
子
の
会
費
が
入
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
本
山
坑
の
友
子
資
料
に
お
い
て
は
、
友
子
の
会
費
は
、
先
の
飯
場
割
の
中
の
「
山
中
交
際
」
だ
け
と
見
な
さ
れ
や
す
い
。

こ
こ
か
ら
大
き
な
混
乱
が
生
じ
て
く
る
。
先
に
み
た
「
坑
夫
交
際
金
集
帳
」
は
、
各
月
の
頭
役
當
番
が
各
飯
場
か
ら
「
交
際
費
」
を
一

定
額
を
集
め
た
も
の
の
記
録
で
あ
る
。
集
め
た
額
は
、
資
料
に
よ
れ
ば
、
一
カ
月
に
一
回
五
銭
の
時
も
あ
れ
ば
、
そ
れ
が
二
回
の
時
も

あ
る
。
そ
れ
が
五
銭
と
一
一
一
銭
の
時
も
あ
っ
た
。
暴
動
直
前
に
は
、
ほ
ぼ
二
十
銭
で
あ
る
。
「
万
朝
報
」
が
指
摘
し
て
い
る
一
一
十
銭
の
友

子
会
費
は
、
「
山
中
交
際
費
」
の
部
分
の
会
費
を
指
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
会
費
部
分
は
、
必
ず
し
も
額
が
一
定
せ
ず
、
必
要
に
応
じ
て
集
め
ら
れ
た
事
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
小
滝
坑
の
第
四
條
の

会
費
規
定
（
「
坑
夫
交
際
備
金
ハ
月
毎
一
一
其
蓄
積
消
耗
ヲ
清
算
シ
現
額
二
対
シ
都
度
徴
収
ス
ル
」
）
に
照
応
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
会

費
は
、
飯
場
頭
が
坑
夫
か
ら
い
ち
い
ち
集
め
て
い
る
の
で
は
な
く
、
飯
場
頭
が
飯
場
割
と
し
て
集
め
た
．
円
五
十
銭
」
の
中
か
ら
大

し
か
し
こ
の
「
交
際
金
」
は
、
あ
く
ま
で
友
子
を
頼
っ
て
尋
ね
て
来
る
奉
願
帳
、
寄
付
帳
持
ち
鉱
夫
、
職
を
求
め
て
集
ま
っ
て
く
る

浪
人
へ
支
給
す
る
「
交
際
金
」
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
飯
場
割
の
中
で
は
い
「
山
中
交
際
金
」
Ⅱ
「
組
合
費
」
と
扱
わ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
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事
実
先
の
交
際
金
以
外
の
会
計
簿
が
あ
る
。
一
つ
は
、
取
立
制
度
に
係
わ
る
会
計
簿
で
あ
る
。
本
山
坑
で
は
、
先
の
山
中
交
際
金
以

（
旧
）

外
の
た
め
の
「
会
計
簿
」
が
残
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
主
に
取
立
に
際
し
て
の
費
用
を
扱
っ
て
い
る
。
こ
れ
も
大
當
番
で
は
な
く
当
番

箱
元
が
扱
っ
て
い
る
。
し
か
し
こ
こ
に
は
、
傷
病
な
ど
の
共
済
活
動
の
会
計
が
無
い
の
で
あ
る
。
当
然
傷
病
手
当
な
ど
に
関
す
る
会
計

簿
が
他
に
あ
っ
た
筈
で
あ
る
。
し
か
し
残
念
な
が
ら
そ
れ
に
関
す
る
会
計
簿
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。

以
上
の
よ
う
に
、
足
尾
銅
山
の
友
子
制
度
は
、
会
計
的
に
見
て
も
非
常
に
複
雑
で
あ
っ
た
。
こ
の
複
雑
さ
を
利
用
し
て
、
会
計
管
理

を
掌
握
し
て
い
た
大
當
番
役
の
飯
場
頭
ら
は
、
友
子
会
計
か
ら
の
不
当
な
収
奪
を
行
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
友
子
制
度
と
飯

場
制
度
と
の
癒
着
の
実
態
で
あ
り
、
飯
場
頭
の
友
子
支
配
の
実
態
の
一
面
で
あ
る
。
争
議
下
の
箱
取
り
戻
し
運
動
は
、
飯
場
頭
の
こ
う

し
た
不
正
を
批
判
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
鉱
夫
一
般
の
支
持
を
得
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
る
。

ろ
。
し
か
し
友
子
の
交
際
に
は
、
山
中
交
際
以
外
の
友
子
の
活
動
、
す
な
わ
ち
飯
場
交
際
と
呼
ば
れ
た
取
立
、
共
済
な
ど
の
活
動
が
あ
っ

た
。
そ
れ
は
、
飯
場
割
の
中
で
は
、
ロ
「
香
典
、
饅
別
、
見
舞
金
、
附
合
、
祝
儀
」
と
さ
れ
て
い
た
活
動
費
で
あ
り
、
当
然
そ
の
た
め

の
会
計
が
必
要
で
あ
っ
た
。

注（
１
）
栃
木
県
史
史
料
編
・
近
現
代
一
一
、
七
六
三
’
五
頁
。

（
２
）
足
尾
町
太
田
貞
祐
氏
蔵
。
太
田
貞
祐
『
足
尾
銅
山
の
社
会
史
』
、
一
五
一
’
三
頁
参
照
。

（
３
）
太
田
貞
祐
氏
は
、
山
中
委
員
は
一
名
だ
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
が
、
小
滝
坑
の
友
子
規
約
や
暴
動
資
料
で
は
山
中
委
員
は
二
名
だ
っ
た
。

（
４
）
太
田
前
掲
書
、
一
五
二
頁
。

（
５
）
太
田
前
掲
書
、
一
五
二
、
一
六
九
頁
。

（
６
）
『
日
本
労
働
運
動
史
料
』
第
三
巻
、
一
七
七
頁
に
あ
る
同
志
会
の
活
動
家
、
中
谷
留
吉
、
京
井
亀
太
郎
、
増
田
福
造
な
ど
の
名
前
が
箱
元
委

員
（
太
田
前
掲
書
、
’
五
二
頁
を
見
よ
）
の
中
に
あ
る
。
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ｂ
本
山
坑
に
お
け
る
友
子
の
活
動

次
に
資
料
に
よ
っ
て
本
山
坑
に
お
け
る
友
子
の
具
体
的
な
活
動
を
見
よ
う
。
既
に
見
た
よ
う
に
足
尾
銅
山
の
友
子
の
活
動
は
、
山
中

交
際
と
飯
場
交
際
に
大
別
さ
れ
る
。

ま
ず
「
山
中
交
際
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
活
動
に
つ
い
て
見
る
こ
と
に
し
よ
う
。
今
山
中
交
際
に
つ
い
て
の
会
計
簿
で
あ
る
「
奉
願
帳
ノ

（
１
）
 

寄
付
帳
ノ
浪
人
附
合
救
與
明
細
合
簿
」
（
明
治
三
十
七
年
四
月
‐
’
四
十
年
一
一
月
）
が
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
奉
願
帳
、
寄
付
帳
、

登
山
浪
人
な
ど
へ
の
寄
付
、
そ
れ
に
関
係
す
る
支
出
（
例
え
ば
浪
人
の
宿
泊
料
、
當
番
の
手
当
、
奉
願
帳
な
ど
作
成
、
補
充
の
た
め
の

紙
代
な
ど
、
額
と
し
て
は
多
く
は
な
い
）
に
つ
い
て
記
帳
し
た
も
の
で
あ
り
、
豊
富
な
デ
ー
タ
を
わ
れ
わ
れ
に
与
え
て
く
れ
る
。

初
め
に
奉
願
帳
・
寄
付
帳
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
。
奉
願
帳
制
度
と
は
、
あ
る
鉱
山
で
働
い
て
い
た
友
子
鉱
夫
が
、
病
気
、
怪
我
な

ど
の
た
め
労
働
能
力
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
、
医
者
の
診
断
書
に
基
づ
い
て
友
子
組
織
が
そ
の
鉱
夫
に
奉
願
帳
を
発
行
し
、
相
当
額

の
寄
付
を
行
い
、
そ
れ
を
得
た
鉱
夫
は
、
奉
願
帳
持
ち
浪
人
と
し
て
各
鉱
山
の
友
子
組
織
を
回
っ
て
寄
付
を
仰
ぎ
余
生
を
送
る
、
と
い

／￣、〆■へ／￣、／￣、／=、〆戸へ〆■、／～、／■、

1５１４１３１２１１１０９８７ 
、＝〆、_＝、_〆、-〆、－ン、－〆、＝〆、＿ン、＿〆

太
田
貞
祐
氏
蔵
。
太
田
前
掲
書
、
’
四
六
’
八
頁
。

二
村
一
夫
『
足
尾
暴
動
の
史
的
」
、
六
一
頁
以
下
参
照
。

左
合
編
「
古
河
鉱
業
・
使
用
人
一
般
状
況
』
、
一
九
六
頁
。

左
合
編
『
飯
場
制
度
関
係
資
料
」
、
二
五
六
頁
。

「
飯
場
割
」
に
つ
い
て
は
、
前
掲
栃
木
県
史
、
六
八
二
’
四
頁
参
照
。
左
合
編
『
古
河
鉱
業
・
使
用
人
一
般
状
幽
、
一
九
六
頁
参
照
。

左
合
編
前
掲
書
、
六
八
頁
。

『
日
本
労
働
運
動
史
料
』
第
三
巻
、
三
一
一
四
頁
。

前
掲
栃
木
県
史
、
六
八
三
頁
。

太
田
前
掲
書
、
一
六
四
’
五
頁
。
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第１表本山坑における奉願帳・寄附帳の件数と寄附額

寄附帳
月平均額

（円）寄附額

（円）
件数

明治３７年４月～1２月

３８年１月～1２月

３９年１月～1２月

４０年１月～２月

合計（３５ケ月）

273 

495 

904 

６０ 

９
７
９
２
 

１
２
１
 

９５ 

１４０ 

１１９．３０ 

１４ 

３６８ 

635 

1,658.30 

７４ 

4０．８８ 

５９．９１ 

138.19 

3７ 

m21-IT75T万７－｢555可~三155755- 60.00 

注「救与明細合簿』による。太田貞祐『足尾銅山の社会史』161頁～3頁から作
成。

う
友
子
独
自
の
一
種
の
労
災
補
償
制
度
で
あ
る
。
寄
付
帳
と
は
、
傷
病
が
重
い
が
回
復
可

能
な
場
合
に
発
行
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
私
は
、
既
に
奉
願
帳
制
度
に
つ
い
て
か
な
り
詳
し

（
２
）
 

い
分
析
を
行
っ
て
い
る
で
、
こ
こ
で
は
、
一
般
的
な
議
論
は
省
き
た
い
。

奉
願
帳
問
題
は
、
二
つ
の
側
面
を
持
っ
て
い
る
。
一
つ
は
、
本
山
坑
あ
る
い
は
足
尾
銅

山
で
発
行
（
友
子
用
語
で
は
調
製
と
言
う
）
す
る
奉
願
帳
の
問
題
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
、

奉
願
帳
を
持
っ
て
足
尾
銅
山
に
頼
っ
て
来
る
浪
人
問
題
で
あ
る
。

本
山
坑
の
友
子
資
料
は
、
本
山
坑
で
発
行
し
た
奉
願
帳
と
奉
願
帳
持
ち
浪
人
の
登
山
事

情
に
つ
い
て
の
詳
し
い
記
録
を
残
し
て
い
る
。
例
え
ば
先
の
「
救
與
明
細
合
簿
」
は
、
奉

願
帳
持
ち
鉱
夫
へ
の
寄
付
に
つ
い
て
詳
し
く
記
録
し
て
い
る
。
ま
た
「
寄
付
帳
ノ
奉
願
帳

謄
写
簿
」
は
、
登
山
し
た
奉
願
帳
持
ち
の
奉
願
帳
の
一
部
を
こ
ま
め
に
写
し
、
本
山
坑
で

発
行
し
た
奉
願
帳
を
写
し
残
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
資
料
は
、
足
尾
銅
山
に
お
け
る
奉
願

帳
制
度
の
全
貌
を
ほ
ぼ
完
全
に
浮
き
彫
り
に
し
て
い
る
。

ま
ず
全
体
的
な
面
か
ら
見
て
い
く
と
、
第
１
表
に
示
し
た
よ
う
に
、
明
治
三
十
年
代
末

の
本
山
坑
の
友
子
は
、
明
治
三
十
七
年
四
月
か
ら
四
十
年
二
月
ま
で
の
一
一
一
十
四
カ
月
に
二

一
二
件
の
奉
願
帳
に
、
一
、
七
一
一
三
円
を
寄
付
し
た
。
寄
付
帳
に
つ
い
て
は
、
六
七
件
、

三
六
八
円
で
あ
っ
た
。
そ
の
内
訳
を
み
る
と
、
奉
願
帳
へ
の
寄
付
は
、
明
治
三
十
七
年
に

は
月
に
平
均
四
・
一
一
一
件
で
あ
り
、
’
一
一
十
八
年
は
五
・
九
件
、
三
十
九
年
に
は
八
件
で
あ
り
、

年
々
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
寄
付
帳
は
、
一
一
一
十
四
カ
月
で
六
七
件
、
三
六
八
円
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第２表奉願帳の調製所別構成

（明治38年８月～４０年２月分）

零
％ ％ 

６
１
６
６
０
 

●
●
●
●
●
 

９
９
５
１
５
 

２
 

７
６
０
３
６
５
 

１
１
１
 

４
９
 

３７．０ 

３５．０ 

２１．５ 

６．５ 

１００．０ 

本山坑

小滝坑

費子橋坑通洞坑

賛子橋坑

足尾銅山合計

その他の鉱山

合計

32.6 

67.4 

で
あ
り
、
年
平
均
二
件
前
後
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
制
度
は
盛
況
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

奉
願
帳
に
は
、
明
治
三
十
九
年
五
月
ま
で
は
七
円
、
そ
の
後
は
十
円
と
な
っ
た
。
寄
付
帳

は
、
五
円
か
ら
七
円
に
な
っ
た
。

第
２
表
は
、
デ
ー
タ
の
あ
る
十
七
カ
月
の
奉
願
帳
に
つ
い
て
の
記
録
か
ら
、
発
行
所
別

成
に
集
計
し
た
も
の
で
あ
る
。
足
尾
銅
山
で
発
行
さ
れ
た
も
の
は
、
四
六
件
、
そ
の
内
本
山

作も
坑
十
七
、
小
滝
坑
十
六
、
通
洞
坑
十
、
實
子
橋
坑
三
で
あ
っ
た
。
他
鉱
山
で
発
行
さ
れ
た

力闘
も
の
は
九
五
件
で
あ
っ
た
。
一
四
一
件
の
う
ち
足
尾
銅
山
で
発
行
さ
れ
た
も
の
は
一
一
一
一
一
・

紙
六
％
、
他
鉱
山
で
発
行
さ
れ
た
も
の
は
六
七
・
四
％
で
あ
っ
た
。
ま
た
年
間
の
平
均
奉
願

順
帳
の
取
扱
い
件
数
は
、
本
山
坑
で
は
九
・
六
、
小
滝
坑
九
・
｜
、
通
洞
坑
五
・
六
で
あ
っ

枕
た
。
ち
な
み
に
奉
願
帳
の
交
付
率
は
、
本
山
坑
で
は
、
友
子
鉱
夫
が
千
人
ほ
ど
だ
っ
た
の

ｊ
 

聯
で
、
九
・
一
ハ
ノ
一
○
○
○
人
、
す
な
わ
ち
百
人
に
一
人
の
割
合
で
あ
っ
た
。

樅
こ
の
数
字
は
、
鉱
山
で
如
何
に
労
働
災
害
、
職
業
病
が
著
し
か
っ
た
か
、
そ
れ
は
ま
た

隅
社
会
保
障
制
度
や
企
業
福
利
厚
生
の
未
発
達
な
時
代
に
お
い
て
、
友
子
の
共
済
制
度
、
特

（
３
）
 

鍬
に
奉
願
帳
な
ど
が
鉱
夫
に
と
っ
て
如
何
に
有
意
義
で
あ
っ
た
か
を
一
示
し
て
い
る
。

ｒ
 

の
こ
こ
で
本
山
坑
で
発
行
さ
れ
る
奉
願
帳
に
つ
い
て
立
ち
入
っ
て
見
て
お
こ
う
。
次
に
紹

川
介
す
る
資
料
は
、
本
山
坑
の
二
組
の
飯
場
の
友
子
が
土
田
栄
治
二
郎
の
奉
願
帳
を
申
請
し

本
た
際
の
願
書
で
あ
る
・

注
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￣１ 

原
籍
富
山
県
越
中
国
上
新
川
郡
上
滝
町
…
…

土
田
栄
二
郎
文
久
三
年
九
月
九
日
生

一
取
立
山
下
野
国
足
尾
本
山

一
取
立
年
明
治
十
八
年
五
月
Ⅲ
七
月
十
五
日

一
親
分
備
中
国
住
人
大
塚
要
助

右
栄
二
郎
儀
明
治
拾
八
年
五
月
ヲ
以
テ
…
…
足
尾
本
山
二
組
飯
場
二
来
リ
前
記
ノ
通
り
正
式
ノ
親
職
ヲ
得
テ
従
来
稼
業
二
勉
励

シ
交
際
専
ラ
深
厚
ナ
リ
然
ル
ー
－
彼
ハ
性
来
温
厚
篤
実
一
一
シ
テ
品
行
方
正
能
ク
和
シ
テ
人
卜
争
う
事
ナ
ク
実
二
友
義
ヲ
重
ン
ジ
信

卜
実
ト
ヲ
旨
ト
シ
友
子
然
タ
ル
者
卜
云
ン
然
リ
而
シ
テ
彼
レ
ガ
如
キ
良
友
ノ
不
幸
天
如
何
ン
デ
之
ヲ
救
ハ
ザ
ラ
ン
ヤ
顧
ル
ー

彼
レ
ハ
昨
年
十
月
発
病
以
来
当
山
医
局
ノ
治
療
ヲ
得
ル
モ
漸
次
難
症
二
陥
り
到
底
独
力
ノ
及
バ
ザ
ル
悲
哀
ノ
境
遇
親
族
ハ
更
ナ

リ
兄
弟
分
一
統
ハ
勿
論
一
一
組
飯
場
壱
同
協
力
以
テ
良
策
ヲ
求
メ
治
療
専
一
養
生
意
ラ
ザ
ル
モ
効
薄
ス
ク
叩
カ
ノ
快
気
ヲ
覚
ユ
ル
不

能
遂
二
不
治
ノ
肺
結
核
ト
ナ
リ
身
体
次
第
一
一
衰
弱
シ
殆
百
数
十
有
余
日
病
ノ
床
二
臥
セ
リ
然
ル
ー
－
彼
ガ
不
幸
タ
ル
ャ
三
子
ヲ

有
ス
ル
モ
僅
二
九
歳
ヲ
長
ト
シ
実
二
頑
是
ナ
ク
事
殊
二
末
子
ノ
如
キ
ハ
母
ノ
側
ヲ
雛
レ
ズ
為
二
妻
ハ
何
等
ノ
微
力
ヲ
助
ク
ル
不
能

只
二
夫
ノ
看
護
ノ
ミ
ニ
止
リ
彼
ガ
平
素
ノ
心
懸
二
依
レ
ル
些
少
ノ
貯
蓄
モ
発
病
以
来
栄
価
其
他
二
費
消
シ
既
二
栄
価
ノ
途
ヲ
矢
イ

示
後
治
療
到
ラ
ザ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
露
命
生
繁
二
窮
シ
顛
難
ノ
極
二
達
シ
餓
死
ス
ル
ノ
外
ナ
シ
…
…
不
肖
等
願
人
世
話
人
ト
ナ
リ
哀

訴
嘆
願
ス
ハ
博
愛
義
侠
一
一
富
タ
ル
友
子
諸
君
ノ
厚
カ
ヲ
以
テ
彼
レ
ガ
救
済
ノ
途
ヲ
求
メ
ン
コ
ト
ヲ
請
う
友
愛
比
類
ナ
キ
同
盟
友

子
諸
公
彼
レ
ガ
悲
惨
ノ
状
愛
憐
ヲ
賜
り
多
少
ヲ
不
論
義
損
金
恵
与
ア
ラ
ン
コ
ト
不
肖
等
壱
同
合
掌
以
テ
難
願
ノ
至
り
一
一
不
堪

奉
願
帳

願
意

土
田
栄
二
郎
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明
治
三
十
八
年
十
一
月

発
起
人
大
和
国
住
人
泉
谷
音
松
（
他
一
名
）

願
人
越
前
国
住
人
川
口
喜
代
三
郎
（
他
十
二
人
）

二
組
飯
場
世
話
人

越
前
国
住
人
野
口
与
太
郎
（
他
二
十
四
人
）

各
飯
場
世
話
人ロ
組
岩
代
国
産
佐
藤
栄
太
郎
（
他
二
十
二
人
）

取
立
兄
弟

加
賀
住
人
神
田
宗
也
（
他
五
人
）

子
分
越
前
国
住
人
島
田
宇
吉

大
日
本
鉱
山
及
諸
工
事
同
盟
友
子
各
位
御
中

右
願
意
ノ
趣
聞
届
ケ
候
也

明
治
三
十
八
年
拾
一
一
月
三
日

栃
木
県
上
都
賀
郡
足
尾
銅
山

本
山
坑
夫
交
際
取
扱
所

一
金
七
円
也

右
金
額
救
助
候
也

十
一
一
月
三
日
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第
二
に
、
「
願
意
」
の
文
章
中
に
あ
る
結
核
に
倒
れ
た
鉱
夫
仲
間
へ
の
せ
つ
せ
つ
た
る
同
情
心
に
注
目
し
た
い
。
ち
な
み
に
本
山
坑

で
は
、
箱
元
か
ら
七
円
が
給
与
さ
れ
た
が
、
さ
ら
に
小
滝
坑
、
通
洞
坑
へ
行
け
ば
各
七
円
、
簑
子
橋
坑
で
五
円
の
寄
付
が
与
え
ら
れ
た
。

少
な
く
と
も
足
尾
銅
山
だ
け
で
二
十
六
円
の
寄
付
が
得
ら
れ
た
。
当
時
の
鉱
夫
の
一
日
に
賃
金
が
五
十
銭
位
だ
っ
た
の
で
、
寄
付
は
五

十
二
日
分
の
賃
金
に
等
し
か
っ
た
。
願
人
は
、
更
に
仲
間
か
ら
個
人
的
な
寄
付
を
与
え
ら
れ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
資
料
は
何
等
の
デ
ー

さ
て
こ
こ
で
奉
願
帳
。
寄
付
帳
が
如
何
な
る
鉱
夫
に
与
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
第
３
表
は
、
奉
願
帳
・
寄
付
帳
所
持
者
の
年
齢

を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
全
体
の
四
一
一
一
・
一
％
が
四
十
’
四
十
九
歳
で
あ
り
、
や
邑
若
い
三
十
’
三
十
九
歳
の
層
も
一
一
一
○
・
一
一
一
％
と
か

な
り
高
い
。
二
十
’
一
一
十
九
歳
の
若
年
層
は
、
一
一
一
一
・
八
％
や
や
低
い
。
五
十
歳
以
上
は
一
二
。
八
％
で
あ
っ
た
。
全
体
と
し
て
言
え

ば
、
働
き
盛
り
の
鉱
夫
の
所
有
率
が
高
く
、
鉱
山
労
働
の
厳
し
さ
を
如
実
に
物
語
っ
て
い
る
。

そ
れ
は
、
所
持
者
の
傷
病
名
を
見
れ
ば
よ
く
わ
か
る
。
第
４
表
の
よ
う
に
、
一
番
多
い
の
は
呼
吸
器
系
の
病
気
で
、
肺
結
核
、
肺
炎
、

れ
な
か
っ
た
。

こ
の
大
変
興
味
深
い
資
料
は
、
奉
願
帳
制
度
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
事
実
を
わ
れ
わ
れ
に
示
し
て
い
る
。
第
一
に
指
摘
し
て
お
き
た

い
事
は
、
奉
願
帳
調
製
が
極
め
て
厳
し
い
手
続
き
の
も
と
で
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
資
料
に
あ
る
よ
う
に
奉
願
人
の
上
田
栄
二

郎
は
、
既
に
百
数
十
日
の
間
病
に
臥
し
て
お
り
、
医
師
に
よ
り
回
復
の
見
込
み
な
し
と
確
認
さ
れ
た
段
階
で
、
二
名
の
発
起
人
、
十
一
一
一

名
の
願
人
、
そ
し
て
本
山
坑
の
各
飯
場
代
表
の
承
認
に
よ
り
、
奉
願
帳
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
も
彼
が
友
子
鉱
夫
と
し
て
一
定
の

評
価
を
得
て
初
め
て
与
え
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
友
子
の
交
際
を
怠
り
、
仲
間
か
ら
嫌
わ
れ
る
よ
う
な
不
良
鉱
夫
に
た
い
し
て
は
与
え
ら

（
５
）
 

夕
４
，
残
１
）
て
い
な
い
。

下
野
国
足
尾
銅
山
本
山
坑
坑
夫
交
際
取
扱
所

グー、

４ 
，－プ
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気
管
支
炎
な
ど
合
わ
せ
て
四
七
・
四
％
で
あ
っ
た
。
塵
肺
は
二
件
し
か
な
か
っ
た
が
、
実
際
は
塵
肺
と
診
断
さ
れ
な
い
塵
肺
は
も
っ
と

多
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
次
は
目
に
関
す
る
傷
病
で
、
発
破
や
鉱
石
に
よ
る
失
明
、
眼
病
が
一
七
二
％
で
あ
っ
た
。
消
化
器
系
の
胃
腸

病
は
九
・
二
％
で
あ
り
、
手
足
の
切
断
、
怪
我
な
ど
七
。
九
％
で
あ
っ
た
。
い
ず
れ
に
し
ろ
失
明
や
手
足
の
切
断
、
火
傷
な
ど
の
大
怪

我
、
肺
結
核
の
よ
う
な
不
治
の
重
病
が
多
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

奉
願
帳
は
、
こ
う
し
た
重
傷
病
者
を
全
国
の
友
子
鉱
夫
の
力
で
救
済
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
限
界
は
指
摘
す
る
ま
で
も
な
く
明
ら

か
で
あ
る
。
重
病
傷
者
に
各
鉱
山
を
巡
回
さ
せ
る
こ
と
が
土
台
無
理
で
あ
る
。
し
か
し
社
会
保
障
制
度
も
無
く
企
業
内
の
労
災
救
済
制

度
も
無
か
っ
た
時
代
に
、
共
済
活
動
の
一
つ
と
し
て
奉
願
帳
制
度
を
生
み
出
し
た
友
子
制
度
の
活
力
を
大
い
に
評
価
し
な
け
れ
ば
な
ら

第３表奉願帳 寄附|限持ち浪人鉱夫の年齢

(明治38年８月～40年２月）

２０歳未満

２０～２９歳

３０～３９歳

４０～４９歳

５０歳以上

合計

０ 

１３．８ 
０
５
３
７
４
 

１
３
４
１
 

30.3 

43.1 

1２．８ 

1０９ 100.0 

注資料は第２表に同じ。

第４表奉願帳・寄附帳持ちの傷病名

（明治38年８月～40年２月）

Ｊ
『
’

Ｈ
］
８
 

ヨ
ゴ
農

８
０
 

フ

JｕＵ 

注資料は第２表に同じ。資料より傷病名の判

明しているものを抽出して作成した。



な
い
。
ち
な
み
に
奉
願
帳
制
度
は
、
明
治
三
十
年
に
は
常
磐
地
方
の
友
子
規
約
で
確
認
さ
れ
て
お
り
、
少
な
く
と
も
そ
れ
よ
り
数
年
前

ｊ
 

（
６
）
 

〃
に
も
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

く

足
尾
銅
山
に
来
れ
ば
奉
願
帳
に
対
し
一
一
十
数
円
の
寄
付
が
与
え
ら
れ
た
の
で
、
多
く
の
奉
願
帳
持
ち
浪
人
が
足
尾
に
登
山
し
て
き

た
。
自
力
で
登
山
で
き
な
い
浪
人
は
、
近
く
の
鉱
山
か
ら
介
添
人
を
伴
っ
て
登
山
し
て
き
た
。
例
え
ば
明
治
三
十
七
年
「
浪
人
原
籍
簿
」

は
、
十
月
の
頃
に
七
人
の
奉
願
帳
浪
人
の
う
ち
三
名
が
送
人
を
伴
っ
て
き
た
。
ま
た
同
年
の
「
会
計
簿
」
に
奉
願
帳
持
ち
の
病
人
を
四

Ｊ
 

（
７
）
 

上
人
の
鉱
夫
が
カ
ゴ
に
乗
せ
て
き
た
こ
と
を
示
す
記
録
も
あ
る
。

く蝿
ま
た
家
族
持
ち
の
奉
願
帳
浪
人
も
し
ば
し
ば
見
受
け
ら
れ
た
。
同
年
五
月
の
先
の
資
料
は
、
生
野
銀
山
出
身
の
内
山
Ⅱ
人
郎
（
四
ｌ

（
８
）
 

即
九
歳
）
は
、
妻
に
伴
わ
れ
て
登
山
し
、
福
井
出
身
の
坪
川
五
百
松
は
妻
と
五
歳
の
子
供
と
辻
〈
に
登
山
し
て
い
る
。

絲
彼
ら
は
、
本
山
坑
、
小
滝
坑
、
通
洞
坑
、
賛
子
橋
の
箱
元
を
尋
ね
、
幾
泊
か
の
一
宿
一
飯
の
施
し
を
受
け
て
他
の
鉱
山
に
移
動
し
た
。

敬
外
部
の
鉱
山
の
奉
願
帳
に
は
一
回
だ
け
し
か
寄
付
は
な
さ
れ
な
か
っ
た
。

ナ制
次
に
浪
人
附
く
□
に
つ
い
て
見
よ
う
。
先
の
「
救
與
明
細
合
簿
」
は
、
明
治
三
十
七
年
だ
け
で
あ
る
が
、
友
子
の
浪
人
制
度
に
従
っ
て

｝
」

川
職
を
求
め
て
足
尾
銅
山
の
本
山
坑
に
登
山
し
て
き
た
鉱
夫
は
、
第
５
表
に
示
し
た
通
り
、
九
カ
月
で
な
ん
と
五
六
七
人
に
お
よ
び
、
月

醐
平
均
六
三
人
、
一
日
一
一
人
の
割
で
あ
っ
た
・
登
山
鉱
夫
に
は
、
三
十
銭
が
附
合
料
と
し
て
本
山
の
友
子
組
織
か
ら
支
払
わ
れ
た
・
そ
の

足

内
訳
は
、
十
五
銭
が
宿
泊
料
で
あ
っ
た
。
足
尾
で
は
、
一
宿
一
飯
が
、
現
物
で
は
な
く
貨
幣
で
決
裁
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

浪
人
鉱
夫
た
ち
は
、
足
尾
銅
山
で
職
に
あ
り
つ
け
れ
ば
こ
こ
に
留
ま
り
、
な
け
れ
ば
他
の
鉱
山
に
更
に
移
動
し
た
。

浪
人
鉱
夫
に
対
す
る
こ
の
支
出
額
は
、
本
山
坑
全
体
で
月
平
均
一
八
円
九
○
銭
で
あ
り
、
年
間
で
二
二
六
円
に
達
す
る
か
な
り
の
額

336 

で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
こ
の
浪
人
附
合
料
は
、
先
の
資
料
で
は
、
明
治
三
十
八
年
一
月
か
ら
計
上
さ
れ
て
い
な
い
。
太
田
氏
は
、
こ
の
事
実
を
附
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次
に
箱
元
を
中
心
と
す
る
友
子
の
活
動
を
見
る
こ
と
に
し
よ
う
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
資
料
の
記
述
が
不
十
分
で
あ
る
が
、
一
部
の
活
動
は
窺
え
る
。
こ
こ
に
明
治
三
十
年
か
ら
一
一
一
十
九
年
十
一
月
ま

（
ｕ
）
 

本
山
坑
の
坑
夫
の
箱
一
工
の
「
〈
云
計
簿
」
が
あ
る
。

こ
の
「
会
計
簿
」
は
、
浪
人
交
際
に
つ
い
て
は
別
会
計
と
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
会
計
の
内
容
は
、
本
山
坑
の
箱
元
の
日
常
的
な

活
動
、
例
え
ば
山
中
委
員
や
箱
元
の
集
会
な
ど
の
経
費
（
茶
菓
子
代
）
、
箱
元
の
事
務
費
（
半
紙
、
ロ
ー
ソ
ク
代
）
、
他
坑
の
友
子
と
の

附
合
費
（
他
坑
の
友
子
の
使
人
へ
の
附
合
料
の
支
払
い
、
食
事
、
酒
肴
の
供
応
）
、
自
坑
の
箱
元
か
ら
他
坑
の
箱
元
へ
の
使
人
の
費
用

第５表浪人鉱夫の登山者数と附合料

Ｊ
 

人く
８
５
 
７
３
６
 

９
５
６
６
４
６
６
５
 

数
５
 

７
 

谷

支出金額計(円）

９．００ 

１７．４０ 

21.90 

21.30 

28.80 

１７．１０ 

２０．４０ 

１９．５０ 

１４．７０ 

170.10 

１８．９０ 

226.80 

明治37年４月

５月

６月

７月

８月

９月

1０月

１１月

１２月

合計

月平均

１年間

０
８
３
１
６
７
８
５
９
 

３
５
７
７
９
５
６
６
４
 

銭
右
噴
が
か
さ
ん
だ
の
で
浪
人
附
合
を
廃
止
し
た
と
解
釈
し
て
お
ら

刷
れ
る
。
私
は
、
こ
の
事
実
は
浪
人
附
合
料
の
支
払
い
が
次
年
度
か
ら

幻
山
中
交
際
費
か
ら
支
出
し
な
く
な
っ
た
こ
と
を
示
す
の
で
あ
っ
て
、

州
本
山
坑
が
浪
人
附
合
を
中
止
し
た
の
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。
恐

洲
ら
く
浪
人
附
合
は
、
飯
場
交
際
費
か
ら
支
出
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の

脚
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
・
浪
人
附
合
料
は
、
全
体
と
し
て
は
額
が

じ同
大
き
い
が
、
鉱
夫
一
人
当
り
負
担
一
カ
月
一
一
銭
に
し
か
す
ぎ
ず
、
太

に表
田
氏
の
一
一
一
一
口
う
よ
う
に
負
担
が
大
き
か
っ
た
と
は
到
底
考
え
ら
れ
な

１
 

第
い
。
友
子
の
伝
統
を
強
く
守
っ
て
き
た
足
尾
銅
山
の
友
子
が
浪
人
附

９
ｏ
 

附
炊
合
を
中
止
し
た
と
は
思
え
な
い
。
｝
」
の
費
用
は
、
飯
場
交
際
費
か
ら

資
筋
支
払
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
一
一
一
一
口
う
の
が
私
の
意

（
皿
）

注
見
で
あ
る
。
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第６表友子山中交際会計

（明治37年分）

(３３） 

（
皿
）

な
ど
が
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
か
ら
は
、
友
子
の
活
動
が
日
常
的
に
行
わ
れ
て
い
た
と
言
う
こ
と
し
か
分
か
ら
な
い
。
し
か
し
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
取

立
に
関
す
る
経
費
が
こ
こ
に
細
か
く
記
載
さ
れ
て
い
る
事
で
あ
る
。
太
田
氏
が
明
ら
か
に
し
て
い
る
よ
う
に
、
本
山
坑
で
は
、
明
治
三

十
一
年
以
来
坑
夫
の
取
立
は
、
年
一
一
回
（
五
月
十
一
曰
が
自
坑
夫
、
十
一
一
月
三
十
一
日
が
渡
坑
夫
）
行
わ
れ
て
き
た
。
小
滝
坑
や
通
洞

坑
で
は
自
渡
合
同
で
年
一
回
の
取
立
が
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
實
子
橋
坑
は
不
定
期
に
行

｣ii癖ilrFJFili収入

支出

山中釦代

交際金徴収

総支出

108円７５銭

245円６７銭

438円４３銭

な
わ
れ
て
い
た
。
取
立
式
は
、
採
鉱
夫
の
技
能
養
成
に
と
っ
て
重
要
な
儀
式
で
あ
っ
た
。
取
立
式
に

ｏ
 

成作
は
相
当
の
費
用
が
か
か
っ
た
。

》
ｂ

か
本
山
坑
の
「
会
計
簿
」
に
よ
れ
ば
、
明
治
三
十
七
年
十
二
月
の
項
に
小
滝
坑
に
八
円
、
通
洞
坑

頁３
 

に
五
円
、
實
子
橋
坑
に
一
二
円
と
取
立
式
の
祝
儀
を
支
出
し
て
い
る
。
自
坑
の
取
立
式
に
も
箱
元
は
、

皿
ね
十
円
の
祝
儀
を
出
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
合
計
は
三
十
一
一
円
で
あ
る
。
も
っ
と
も
取
立
式
に
際
し

』
し

皷
鵜
て
は
、
各
箱
一
工
は
、
取
立
予
定
鉱
夫
の
名
簿
の
回
覧
、
他
坑
の
式
へ
の
立
会
人
の
派
遣
な
ど
事
前

州
収
の
仕
事
を
遂
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
よ
う
な
附
合
費
だ
け
で
も
十
一
一
月
の
支
出
は
、
十

泓
釧
鍬
数
円
に
達
し
て
い
る
。

よ
尾
金

し
か
し
こ
の
よ
う
な
交
際
費
は
、
全
体
と
し
て
見
る
と
た
い
し
た
額
で
は
な
い
。
第
６
表
は
、

に
足
越

潤
梛
臘
明
治
一
一
一
十
七
年
の
箱
元
の
「
会
計
」
を
集
計
し
た
も
の
で
あ
る
。
年
間
の
支
出
は
四
三
八
円
で

舗
頤
随
あ
っ
た
・
月
額
の
平
均
支
出
は
一
一
一
十
円
五
十
四
銭
で
あ
っ
た
・
友
子
鉱
夫
の
一
月
当
り
の
平
均
負

ｒ
太
お
担
は
一
一
銭
に
す
ぎ
な
い
・

注
支
出
に
対
す
る
収
入
は
、
交
際
金
（
会
費
）
の
徴
収
と
山
中
鉛
代
で
あ
る
。
月
額
で
見
る
と
、
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第７表交際費の友子鉱夫一人当の月額負担

明治37年 明治３８年

６．２銭

４．１銭

１．１銭

明治３９年

１０．５銭

７．９銭

１．０銭

山中交際費

奉願帳

寄附帳

附合料

箱元会計

合計

飯場交際費

銭
銭
銭
銭
銭

１
０
０
０
０
 

０
３
１
２
２
 

１
 

12銭
－ 

０フ ７ ？ 

注「救与明細合簿」「会計簿」より作成。

友子鉱夫数は各年の友子会費納数の平均。

第８表本山坑友子の一人当交際金会費（山中交際金）

(単位銭）巡墜門

平均

７．２ 

５．６ 

１０．０ 

２３４ １ 

５
ｌ
ｎ
ｌ
５
ｌ
ｎ
 

６
－
５
’
５
｜
皿

７
’
８
’
５
｜
Ⅲ
 

８
ｌ
５
ｌ
ｎ
ｌ
ｎ
 

９
ｌ
５
ｌ
５
ｌ
ｎ
 

ｎ
ｌ
５
ｌ
ｍ
｜
巧

ｎ
－
５
ｌ
７
ｌ
別

、
｜
阻
一
５
｜
別

０
｜
、
’
５

５５苑

1０５１０ 

注「坑夫交際金集帳」（太田貞祐氏蔵）より作成。

鉛
代
が
九
円
六
銭
、
会
費
の
徴
収
が
二
十
円
四
七

銭
で
あ
る
。
残
り
は
繰
越
金
で
あ
る
。
特
に
会
費

は
、
必
要
に
応
じ
て
徴
収
す
る
方
式
を
と
っ
て
お

り
、
こ
の
年
は
実
際
に
は
六
回
徴
収
さ
れ
た
が
、

（
週
）

平
均
一
人
四
銭
程
度
に
す
ぎ
な
い
。

次
に
飯
場
内
で
の
友
子
の
活
動
を
見
た
い
の
で

あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
飯
場
内
の
活
動
を
示
す
資

料
が
な
い
。
明
ら
か
に
こ
れ
ま
で
の
本
山
坑
の
友

子
資
料
は
、
友
子
の
幾
多
の
活
動
を
伝
え
て
い
る

が
、
飯
場
内
の
友
子
の
活
動
に
何
等
触
れ
て
い
な

い
。飯
場
内
の
活
動
と
み
ら
れ
る
の
は
、
傷
病
者
、

死
亡
者
な
ど
に
対
す
る
相
互
扶
助
で
あ
る
。
小
滝

坑
の
友
子
の
規
約
の
規
定
を
待
つ
ま
で
も
な
く
、

友
子
は
、
傷
病
者
、
死
亡
者
に
一
定
の
見
舞
金
を

支
給
し
て
き
た
。
こ
れ
が
足
尾
銅
山
で
は
、
友
子

の
飯
場
内
の
交
際
と
し
て
扱
わ
れ
、
箱
元
の
会
計

か
ら
除
外
さ
れ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か



332 足尾銅山における友子制度の変遷（上） (３５） 

さ
て
こ
こ
で
友
子
の
活
動
費
の
鉱
夫
へ
の
負
担
に
つ
い
て
述
べ
て
置
き
た
い
。
第
７
表
に
示
し
た
よ
う
に
、
本
山
坑
の
友
子
は
、
友

子
の
活
動
が
盛
ん
で
あ
る
に
も
係
わ
ら
ず
、
鉱
夫
一
人
当
り
の
負
担
は
、
そ
れ
ほ
ど
大
き
い
と
は
感
じ
ら
れ
な
い
。
当
時
の
鉱
夫
の
賃

金
が
一
日
五
十
銭
位
で
あ
っ
た
か
ら
、
一
ケ
月
十
数
銭
の
負
担
は
そ
れ
ほ
ど
で
は
な
い
。
第
８
表
は
、
山
中
交
際
の
部
分
の
会
費
で
あ

る
が
、
所
有
者
の
無
い
か
ま
す
入
り
「
鉱
石
」
収
入
が
あ
っ
た
の
で
、
こ
の
会
費
で
何
と
か
ま
か
な
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
友
子
の
会
計

は
こ
の
ほ
か
に
も
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
鉱
夫
の
箱
元
を
中
心
と
し
た
会
計
負
担
は
、
私
の
分
析
で
は
月
二
銭
で
あ
っ
た
。
飯
場
内
の
交

際
費
は
、
つ
い
に
把
握
で
き
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
と
山
中
交
際
費
程
度
と
仮
定
し
て
も
な
お
鉱
夫
の
友
子
会
費
負
担
は
過
大
と
は
言
え

な
い
。
既
に
引
用
し
た
よ
う
に
「
万
朝
報
」
は
、
明
治
三
十
年
代
末
の
友
子
の
会
費
を
二
十
銭
と
し
て
い
た
が
、
恐
ら
く
そ
の
程
度
だ
っ

た
ら
友
子
鉱
夫
に
と
っ
て
大
き
な
負
担
と
は
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

し
か
も
足
尾
銅
山
の
友
子
に
つ
い
て
論
じ
る
時
は
、
足
尾
銅
山
の
友
子
鉱
夫
の
数
が
非
常
に
多
く
、
友
子
財
政
に
恵
ま
れ
て
い
た
事
、

そ
れ
が
友
子
制
度
を
し
っ
か
り
と
支
え
て
い
た
事
に
注
目
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
足
尾
銅
山
内
の
友
子
の
問
題
だ
け

で
は
な
く
、
他
鉱
山
の
友
子
に
と
っ
て
も
、
友
子
の
模
範
と
し
て
大
き
な
意
義
を
持
っ
て
い
た
と
言
え
よ
う
。
ち
な
み
に
指
摘
し
て
お

け
ば
、
奉
願
帳
持
ち
鉱
夫
が
足
尾
銅
山
に
く
れ
ば
、
二
週
間
滞
在
し
て
約
二
十
七
円
（
約
五
十
日
分
の
曰
賃
金
相
当
）
の
寄
付
を
得
る

（
咀
）

こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
る
。
驚
く
べ
き
額
で
あ
る
。

以
上
が
本
山
坑
の
友
子
資
料
か
ら
明
か
に
な
っ
た
明
治
三
十
年
代
末
に
お
け
る
友
子
の
活
動
で
あ
る
。
こ
れ
で
、
前
項
の
小
滝
坑
の

友
子
規
約
の
分
析
と
重
ね
合
わ
せ
れ
ば
、
当
時
の
足
尾
銅
山
の
友
子
の
構
造
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。

し
こ
こ
で
の
飯
場
は
、
あ
く
ま
で
友
子
飯
場
で
あ
り
、
箱
元
か
ら
外
さ
れ
た
活
動
と
は
言
え
、
友
子
の
活
動
で
あ
る
こ
と
に
は
違
い
な

（
ｕ
）
 

い
の
で
あ
る
。
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注

（
６
）
前
掲
拙
著
、

（
７
）
そ
れ
ぞ
れ
一

（
８
）
「
浪
人
原
籍

（
９
）
前
掲
太
田

（
皿
）
例
え
ば
後
（

（
、
）
太
田
貞
祐
汗

（
皿
）
太
田
氏
前
伯

（
⑬
）
同
上
、
宗

（
ｕ
）
友
子
の
飯
頃

六
六
頁
参
照
。

（
旧
）
前
掲
拙
稿
、

（
１
）
太
田
貞
祐
氏
蔵
。
太
田
貞
祐
『
足
尾
銅
山
の
社
会
史
』
、
一
六
一
’
三
頁
。

（
２
）
拙
稿
「
鉱
夫
の
自
主
的
労
災
救
済
制
度
の
一
考
察
」
、
『
経
済
志
林
』
第
五
十
八
巻
第
一
・
二
合
併
号
、
を
参
照
。

（
３
）
拙
著
『
日
本
の
伝
統
的
労
資
関
係
』
、
三
一
一
一
一
一
頁
以
下
参
照
。

（
４
）
明
治
三
十
八
年
「
奉
願
帳
ノ
寄
付
帳
謄
写
簿
」
に
よ
る
。
太
田
貞
祐
氏
蔵
。

（
５
）
し
か
し
拙
稿
が
明
ら
か
に
し
て
い
る
よ
う
に
、
和
田
梅
吉
の
奉
願
帳
調
製
の
際
に
は
、
友
子
組
織
以
外
の
個
人
か
ら
三
十
二
円
の
寄
付
を
え

て
い
る
。
前
掲
論
文
、
五
七
五
頁
参
照
。

（
６
）
前
掲
拙
著
、
一
二
九
頁
。

（
７
）
そ
れ
ぞ
れ
太
田
貞
祐
氏
蔵
資
料
。

前
掲
太
田
『
足
尾
銅
山
の
社
会
史
員
一
五
九
頁
。

例
え
ば
後
の
鉱
業
所
の
資
料
は
、
「
浪
人
附
合
」
の
存
在
を
認
め
て
い
る
。
左
合
藤
三
郎
編
『
古
河
鉱
業
・
使
用
人
一
般
状
況
』
、
二
○
七
頁
。

太
田
貞
祐
氏
蔵
資
料
。

太
田
氏
前
掲
書
、
’
六
六
頁
参
照
。

同
上
、
一
七
一
一
’
三
頁
。

友
子
の
飯
場
交
際
に
つ
い
て
は
、
明
治
四
十
年
の
「
坑
夫
飯
場
申
合
規
約
」
に
よ
っ
て
確
認
で
き
る
。
左
合
編
『
飯
場
制
度
関
係
資
料
』
、

「
浪
人
原
籍
簿
」
。

五
六
八
頁
。
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明
治
四
十
年
二
月
六
日
に
足
尾
銅
山
で
大
暴
動
が
起
き
た
。
こ
れ
に
先
立
ち
明
治
三
十
七
年
夕
張
炭
鉱
で
労
働
組
合
活
動
を
し
て
い

た
永
岡
鶴
蔵
が
、
新
た
な
活
動
を
組
織
す
る
た
め
に
足
尾
銅
山
に
潜
入
し
た
。
彼
は
、
そ
の
後
精
力
的
に
組
合
活
動
を
展
開
し
た
が
、

一
進
一
退
を
繰
り
返
し
て
い
た
。
日
露
戦
争
後
の
イ
ン
フ
レ
の
た
め
実
質
賃
金
の
低
下
し
た
明
治
三
十
九
年
末
か
ら
、
夕
張
炭
鉱
の
僚

友
南
助
松
が
足
尾
銅
山
に
来
た
。
そ
れ
か
ら
南
の
助
け
を
え
て
労
働
至
誠
会
と
名
乗
る
労
働
組
合
は
、
急
速
に
発
展
し
、
鉱
業
所
に
待

遇
改
善
要
求
を
行
い
、
か
つ
て
な
い
盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
。

飯
場
頭
ら
は
、
自
ら
の
存
在
を
否
定
す
る
労
働
組
合
の
運
動
に
危
機
意
識
を
感
じ
て
、
自
ら
鉱
夫
の
代
表
を
自
認
し
て
鉱
夫
の
待
遇

改
善
要
求
を
ま
と
め
、
労
働
組
合
の
活
動
を
妨
害
し
よ
う
と
し
た
。
こ
れ
に
憤
慨
し
た
至
誠
会
は
、
友
子
の
山
中
委
員
に
働
き
掛
け
て
、

労
働
組
合
寄
り
の
鉱
夫
の
要
求
を
ま
と
め
て
、
全
山
的
に
運
動
し
た
。
こ
の
際
至
誠
会
は
、
飯
場
頭
が
握
っ
て
い
た
箱
元
の
会
計
管
理

権
を
山
中
委
員
の
手
に
取
り
戻
す
運
動
を
成
功
的
に
展
開
し
、
飯
場
制
度
の
廃
止
を
訴
え
た
。

こ
れ
に
驚
い
た
飯
場
頭
ら
は
、
至
誠
会
潰
し
に
躍
起
と
な
っ
た
が
、
至
誠
会
の
勢
い
は
衰
え
ず
、
鉱
業
所
も
至
誠
会
へ
の
大
幅
な
妥

協
を
決
意
し
始
め
て
い
た
。
そ
う
し
た
折
り
の
二
月
四
曰
、
通
洞
坑
内
で
鉱
夫
の
一
部
が
暴
徒
化
し
、
次
第
に
そ
れ
が
拡
大
し
て
、
六

日
に
は
本
山
坑
の
焼
討
ち
に
ま
で
発
展
す
る
大
暴
動
と
な
っ
た
。
こ
の
原
因
は
恐
ら
く
飯
場
頭
ら
に
よ
る
フ
レ
イ
ム
・
ア
ッ
プ
、
挑
擢

で
あ
っ
た
。
暴
動
に
際
し
て
至
誠
会
の
幹
部
は
、
扇
動
者
と
し
て
警
察
に
逮
捕
さ
れ
た
が
、
裁
判
で
は
無
罪
で
あ
っ
た
。
も
と
も
と
至

Ⅲ
暴
動
後
に
お
け
る
足
尾
鉱
業
所
の
友
子
政
策
の
転
換

二
暴
動
後
の
足
尾
銅
山
に
お
け
る
友
子
制
度
の
改
編

ｌ
経
営
者
に
よ
る
友
子
の
飯
場
制
度
へ
の
包
摂
Ｉ
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（
１
）
 

誠
会
の
幹
部
は
、
暴
動
に
反
対
－
し
て
い
た
の
で
、
そ
れ
は
当
然
で
あ
っ
た
。

足
尾
銅
山
の
経
営
当
局
は
、
争
議
過
程
に
お
け
る
友
子
の
動
き
に
対
し
て
、
大
き
な
驚
き
を
感
じ
る
と
同
時
に
、
友
子
に
対
し
て
従

来
と
異
な
っ
た
方
針
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
鉱
業
所
は
、
ま
ず
暴
動
が
鎮
静
す
る
と
鉱
夫
全
員
を
解
雇
し
、
改
め
て
鉱
夫

（
２
）
 

の
再
雇
用
を
行
い
、
至
誠
会
の
活
動
家
、
暴
動
の
首
謀
者
、
不
満
分
子
な
ど
を
再
雇
用
せ
ず
、
足
尾
銅
山
か
ら
追
放
し
た
。

そ
の
後
鉱
業
所
は
、
飯
場
制
度
を
改
組
し
て
飯
場
制
度
へ
の
支
配
を
強
め
、
飯
場
組
合
を
公
認
し
友
子
を
飯
場
組
合
の
中
に
組
み
入

れ
た
。
こ
の
事
情
に
つ
い
て
大
正
八
年
の
鉱
業
所
の
一
資
料
は
、
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。

「
当
時
山
中
交
際
ノ
事
ヲ
司
ル
大
当
番
（
山
中
委
員
又
ハ
箱
元
ト
モ
称
ス
）
卜
称
ス
ル
者
ア
リ
テ
其
牛
耳
ヲ
司
り
、
多
ク
ハ
鉱
夫

中
ノ
勢
力
者
ガ
之
レ
ニ
任
ジ
威
望
甚
ダ
高
カ
リ
キ
。
素
ヨ
リ
鉱
業
所
ノ
承
認
ヲ
エ
タ
ル
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ズ
、
又
頭
役
ノ
監
督
ヲ
受
ケ
届

ル
モ
ノ
ー
ー
ア
ラ
ズ
シ
テ
極
メ
テ
無
節
制
ナ
ル
モ
ノ
ニ
テ
、
遂
二
至
誠
会
員
ノ
乗
ズ
ル
処
ト
ナ
レ
リ
。
四
十
年
ノ
暴
動
ノ
鎮
静
ス
ル

ャ
、
同
年
九
月
鉱
業
所
ハ
断
然
之
ヲ
廃
シ
、
代
フ
ル
二
飯
場
組
合
ヲ
組
織
セ
シ
メ
、
飯
場
頭
役
ヲ
シ
テ
其
飯
場
ヲ
代
表
シ
テ
之
ノ
組

合
二
加
盟
セ
シ
ム
ル
ノ
義
務
ヲ
負
ハ
シ
メ
、
山
中
ノ
交
際
ハ
全
部
同
組
合
一
一
於
テ
管
掌
セ
シ
ム
ル
ト
比
〈
二
、
鉱
業
所
卜
飯
場
間
ノ
意

（
３
）
 

土
し
疎
通
機
関
ト
ナ
セ
リ
。
」

こ
こ
に
は
問
題
の
論
点
が
簡
潔
に
い
い
尽
く
さ
れ
て
い
る
。
第
一
に
暴
動
前
ま
で
は
、
足
尾
銅
山
の
友
子
は
「
鉱
業
所
ノ
承
認
」
を

得
た
も
の
で
も
、
「
頭
役
ノ
監
督
」
を
受
け
た
存
在
で
も
な
い
と
言
う
の
は
一
一
一
一
口
い
す
ぎ
で
あ
る
が
、
鉱
業
所
の
言
い
方
に
よ
れ
ば
「
無

節
制
」
で
あ
り
、
実
態
的
に
は
自
立
的
で
あ
っ
た
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
既
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
友
子
は
、
飯
場
制
度
と

癒
着
し
飯
場
頭
の
干
渉
を
幾
分
と
も
受
け
て
い
た
こ
と
い
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
が
。
こ
の
点
は
、
前
節
で
詳
し
く
分
析
し
た
の
で
、

こ
こ
で
繰
り
返
す
必
要
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

第
二
に
、
そ
う
し
た
友
子
の
自
立
性
が
至
誠
会
に
乗
ぜ
ら
れ
、
友
子
が
労
働
組
合
化
す
る
原
因
と
な
っ
た
、
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。
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で
は
、
飯
場
組
合
の
も
と
に
改
編
さ
れ
た
友
子
制
度
は
、
ど
の
様
な
も
の
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
坑
夫
飯
場
組
合
の
規
約

を
分
析
し
、
次
に
当
時
の
坑
夫
飯
場
組
合
下
の
友
子
資
料
を
分
析
し
て
、
そ
の
こ
と
を
明
ら
か
に
し
よ
う
。

だ
か
ら
鉱
業
所
は
、
従
来
の
よ
う
に
友
子
を
野
放
し
に
し
て
お
く
方
針
を
改
め
、
友
子
の
自
立
性
を
奪
う
た
め
に
、
飯
場
組
合
を
再
編

（
４
）
 

成
し
て
友
子
を
飯
場
組
〈
口
の
中
に
組
み
入
れ
、
飯
場
頭
の
監
督
下
に
置
こ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

第
三
に
、
鉱
業
所
は
、
し
か
し
友
子
制
度
を
廃
止
せ
ず
、
友
子
の
組
織
と
機
能
の
大
部
分
を
残
し
た
こ
と
も
事
実
で
あ
っ
た
。
そ
の

理
由
に
つ
い
て
は
、
鉱
業
所
の
指
摘
か
ら
は
何
も
明
ら
か
に
な
ら
な
い
。
資
料
は
、
改
編
さ
れ
た
友
子
を
「
意
志
疎
通
機
関
」
と
し
た

と
指
摘
し
て
い
る
が
、
友
子
を
残
し
た
理
由
は
、
こ
れ
だ
け
で
は
説
明
で
き
な
い
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
で
少
し
説
明
し
て
お
き
た
い
。
後
に
分
析
す
る
よ
う
に
、
鉱
業
所
は
、
こ
の
改
革
時
点
で
は
、
友
子
制

度
を
全
面
的
に
廃
止
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
鉱
業
所
は
、
友
子
が
持
っ
て
い
た
鉱
夫
の
熟
練
養
成
、
採
鉱

過
程
で
の
労
働
の
指
揮
管
理
、
生
活
面
で
の
秩
序
化
、
広
範
囲
な
共
済
活
動
な
ど
の
機
能
を
無
視
し
て
、
独
白
の
シ
ス
テ
ム
で
鉱
夫
を

雇
用
し
管
理
す
る
ま
で
に
至
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
鉱
業
所
は
、
結
局
友
子
制
度
を
ま
だ
利
用
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
っ

た
○ 

注（
１
）
拙
著
『
日
本
の
伝
統
的
労
資
関
係
」
、
三
七
五
頁
以
下
を
参
照
。
一
一
村
後
出
著
書
も
参
照
さ
れ
た
い
。

（
２
）
二
村
一
夫
『
足
尾
銅
山
の
史
的
分
析
』
、
八
二
頁
以
下
を
参
照
。

（
３
）
左
合
藤
三
郎
編
『
古
河
鉱
業
・
使
用
人
一
般
状
況
』
、
一
八
七
頁
。

（
４
）
飯
場
組
合
は
、
一
般
に
こ
の
期
に
成
文
規
約
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
と
み
な
さ
れ
て
い
る
が
（
大
山
敷
太
郎
『
鉱
業
労
働
と
親
方
制
度
」
、

一
七
四
頁
）
、
こ
れ
は
必
ず
し
も
正
し
く
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
そ
れ
以
前
の
飯
場
組
合
の
規
約
が
最
近
発
見
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
飯
場
組
合

の
「
議
事
録
」
（
明
治
三
十
年
’
四
十
年
）
参
照
。
太
田
貞
祐
『
足
尾
銅
山
の
社
会
史
」
、
一
八
七
頁
。
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第
二
に
鉱
業
所
は
、
こ
の
坑
夫
飯
場
組
合
の
中
に
友
子
制
度
を
組
み
入
れ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
要
約
し
て
い
え
ば
、
大
当
番
、

箱
元
、
山
中
委
員
と
い
う
友
子
の
役
員
組
織
の
名
称
を
廃
止
し
て
、
大
当
番
の
代
わ
り
に
飯
場
頭
が
な
る
飯
場
組
合
長
を
、
山
中
委
員

の
代
わ
り
に
こ
れ
も
飯
場
頭
か
ら
な
る
相
談
役
を
、
箱
元
役
を
な
く
し
て
専
任
の
事
務
員
を
置
い
た
。
直
接
的
に
は
雇
用
関
係
か
ら
独

立
し
て
い
た
友
子
制
度
を
飯
場
制
度
と
い
う
雇
用
制
度
の
下
に
組
み
入
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
飯
場
制
度
と
友
子
制
度
の
癒
着
を
』

層
拡
大
し
、
友
子
制
度
の
自
立
的
か
つ
自
治
的
性
格
を
奪
お
う
と
試
み
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
こ
で
の
友
子
は
、
従
来
の
典
型
的

な
友
子
で
は
な
く
、
極
め
て
制
限
さ
れ
た
変
則
的
な
も
の
で
あ
り
、
私
は
こ
れ
を
変
型
友
子
の
一
形
態
、
企
業
内
化
さ
れ
た
変
型
友
子

で
は
友
子
制
度
は
、
飯
場
制
度
に
組
み
込
ま
れ
て
ど
の
様
な
構
造
を
形
成
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
明
治
四
十
年
九
月
に
鉱
業
所

が
提
起
し
た
坑
夫
飯
場
組
合
の
基
本
的
な
構
造
を
み
て
お
こ
う
。

（
３
）
 

「
本
山
坑
夫
飯
場
組
合
規
程
」
に
よ
れ
ば
、
「
本
組
〈
ロ
ハ
足
尾
鉱
業
所
ノ
承
諾
ヲ
得
テ
之
ヲ
設
立
ス
」
（
第
一
條
）
、
そ
し
て
「
本
組
合

層
拡
大
し
、
友
子
制
墜

な
友
子
で
は
な
く
、
犀

（
２
）
 

と
呼
ん
で
お
き
た
い
。

鉱
業
所
は
、
坑
夫
飯
場
組
合
を
組
織
す
る
た
め
に
二
つ
の
改
革
を
行
っ
た
。
第
一
に
ま
ず
飯
場
制
度
そ
の
も
の
の
改
革
で
あ
っ
た
。

鉱
業
所
は
、
暴
動
の
原
因
の
一
つ
に
従
来
の
飯
場
制
度
の
あ
り
方
に
問
題
が
あ
っ
た
事
を
認
め
、
飯
場
制
度
の
「
因
襲
的
弊
害
ヲ
打
破
」

す
べ
く
改
革
を
行
っ
た
。
す
な
わ
ち
従
来
は
鉱
業
所
か
ら
相
対
的
に
独
立
し
て
存
在
し
て
い
た
飯
場
組
合
を
、
鉱
業
所
の
管
理
下
に
位

置
づ
け
、
「
飯
場
組
合
規
程
」
と
い
う
飯
場
組
合
規
約
を
成
文
化
し
、
「
頭
役
使
用
細
則
」
を
定
め
て
鉱
業
所
の
飯
場
頭
へ
の
支
配
を
強

（
１
）
 

め
た
。

②
坑
夫
飯
場
組
合
下
の
友
子
制
度
の
構
造

ｌ
坑
夫
飯
場
組
合
規
約
の
分
析
Ｉ



326 足尾銅山における友子制度の変遷（上） (４１） 

そ
し
て
第
五
條
は
、
こ
の
組
合
の
「
目
的
」
を
「
各
飯
場
ノ
取
締
方
及
各
飯
場
所
属
坑
夫
ノ
取
扱
方
ヲ
一
定
シ
、
又
鉱
業
所
二
対
シ

テ
各
飯
場
所
属
鉱
夫
ヲ
代
表
シ
、
相
互
ノ
意
志
ヲ
疎
通
シ
、
業
務
ノ
施
行
ヲ
円
滑
ナ
ラ
シ
ム
ル
」
と
規
定
し
て
い
る
。
こ
の
規
定
は
、

文
字
通
り
こ
れ
ま
で
各
飯
場
に
よ
り
異
な
っ
て
い
た
「
飯
場
ノ
取
締
方
」
、
「
所
属
坑
夫
ノ
取
扱
方
」
、
賄
い
や
売
店
の
あ
り
方
な
ど
の

労
務
管
理
、
生
活
管
理
の
方
式
を
鉱
業
所
の
管
理
下
に
置
い
て
．
定
」
に
標
準
化
し
た
。
そ
れ
は
、
鉱
夫
間
に
不
満
を
生
ま
な
い
よ

う
に
し
、
更
に
飯
場
頭
の
組
合
が
鉱
業
所
に
対
し
て
鉱
夫
を
「
代
表
シ
」
、
労
資
間
の
仲
介
役
と
な
り
、
労
資
の
「
意
志
ヲ
疎
通
」
さ

（
４
）
 

せ
る
機
関
の
役
割
を
果
た
し
、
全
体
と
し
て
「
業
務
ノ
施
行
ヲ
円
滑
」
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

第
六
條
は
、
坑
夫
飯
場
組
合
の
「
目
的
ヲ
達
ス
ル
為
メ
」
に
、
三
つ
の
こ
と
を
掲
げ
て
い
る
。
第
一
に
、
「
飯
場
組
合
規
約
ヲ
制
定

シ
、
各
飯
場
ヲ
シ
テ
之
ヲ
遵
守
」
さ
せ
る
こ
と
。
実
は
、
こ
の
規
約
こ
そ
飯
場
制
度
の
も
と
に
雇
用
さ
れ
、
そ
こ
で
友
子
を
組
織
し
て

い
た
鉱
夫
達
を
飯
場
組
合
に
組
み
入
れ
る
規
定
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

第
二
に
、
坑
夫
飯
場
組
合
は
「
各
飯
場
所
属
坑
夫
ノ
利
害
ヲ
代
表
シ
、
鉱
業
所
二
対
シ
申
告
又
ハ
請
願
ヲ
為
ス
」
こ
と
。
こ
れ
は
、

従
来
の
よ
う
に
友
子
を
放
置
し
て
お
く
と
労
働
組
合
化
し
た
り
す
る
の
で
、
友
子
を
労
働
組
合
化
さ
せ
な
い
よ
う
に
、
飯
場
制
度
に
閉

じ
込
め
、
か
つ
飯
場
頭
の
支
配
下
に
お
い
て
、
労
資
間
の
意
志
疎
通
機
関
の
役
割
を
果
た
さ
せ
よ
う
と
し
た
事
を
意
味
し
て
い
る
。

第
三
に
、
坑
夫
飯
場
組
合
は
、
本
山
、
通
洞
、
小
滝
の
連
合
関
係
を
形
成
す
べ
き
も
の
と
指
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
も
既
に
一
一
一
坑
の

（
５
）
 

友
子
が
持
っ
て
い
た
関
係
を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
る
。

役
員
に
つ
い
て
は
、
第
七
條
か
ら
第
九
條
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。
「
組
合
長
」
一
人
、
「
相
談
役
」
四
人
、
「
事
務
員
」
一
人
を
置

き
、
組
合
長
は
組
合
員
（
つ
ま
り
飯
場
頭
）
の
中
か
ら
「
選
挙
」
さ
れ
、
任
期
は
六
カ
月
で
再
選
が
認
め
ら
れ
た
。
相
談
役
は
二
カ
月

さ
れ
る
。

ハ
…
…
各
飯
場
ノ
頭
役
ヲ
以
テ
之
ヲ
組
織
ス
」
（
第
二
條
）
と
あ
り
、
企
業
内
の
組
織
で
あ
り
、
飯
場
頭
の
組
合
で
あ
る
こ
と
が
確
認
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第
三
條
は
、
飯
場
か
ら
「
除
名
」
し
、
鉱
業
所
か
ら
「
解
雇
」
す
べ
き
鉱
夫
の
行
為
を
次
の
よ
う
に
挙
げ
て
い
る
。
｜
「
放
蕩
無

頼
」
、
「
業
務
」
怠
慢
、
一
一
「
喧
嘩
口
論
」
、
「
不
良
ノ
所
為
」
、
三
「
組
合
其
他
ノ
規
約
」
違
反
、
四
「
頭
役
ノ
指
揮
二
背
キ
」
、
「
其
訓

戒
ヲ
守
ラ
サ
ル
」
こ
と
。
五
「
宿
下
り
」
の
ま
ま
の
逃
亡
。
こ
こ
に
は
、
飯
場
制
度
が
も
つ
機
能
、
任
務
へ
の
違
反
と
友
子
の
ル
ー
ル

へ
の
違
反
が
混
在
し
て
い
る
。
一
、
二
、
三
は
、
友
子
の
規
約
、
飯
場
の
ル
ー
ル
と
し
て
も
規
定
さ
れ
う
る
。
し
か
し
四
、
五
の
規
定

は
、
飯
場
制
度
に
の
み
固
有
の
規
定
で
あ
る
。

第
四
條
は
、
各
飯
場
所
属
の
鉱
夫
に
「
飯
場
割
」
と
し
て
、
「
坑
夫
Ｌ
一
人
毎
月
一
円
、
「
見
習
坑
夫
」
一
人
七
十
銭
を
課
し
て
い
る
。

ご
と
の
組
合
員
（
飯
場
頭
）
に
よ
る
交
替
制
で
あ
っ
た
。

第
十
條
に
は
、
一
「
組
合
長
ハ
公
私
二
対
シ
テ
組
合
ヲ
代
表
シ
、
相
談
役
会
又
ハ
組
合
総
会
ヲ
招
集
シ
テ
其
議
長
ト
ナ
リ
、
組
合
ノ

常
務
ヲ
執
行
シ
、
事
務
員
ヲ
任
免
ス
」
と
し
、
二
「
相
談
役
ハ
組
合
長
ヲ
補
佐
シ
、
組
合
長
ノ
招
集
二
応
シ
其
諮
問
事
項
ヲ
審
議
ス
」

と
あ
る
。
こ
の
規
定
は
、
友
子
の
役
員
を
全
て
飯
場
頭
が
独
占
し
て
し
ま
っ
て
い
る
事
を
示
し
て
い
る
。
飯
場
頭
の
会
費
は
飯
場
が
抱

え
て
い
る
鉱
夫
数
に
応
じ
て
支
払
わ
れ
（
第
十
一
條
）
、
総
会
は
毎
年
期
末
に
開
か
れ
た
（
第
十
四
條
）
。

こ
の
よ
う
な
坑
夫
飯
場
組
合
の
も
と
に
、
更
に
飯
場
内
の
鉱
夫
を
規
制
す
る
「
坑
夫
飯
場
組
合
規
約
」
が
あ
っ
た
。
明
治
四
十
年
九

（
６
）
 

月
段
階
に
鉱
業
所
が
提
起
し
た
も
の
が
「
本
山
坑
夫
飯
場
申
△
口
規
約
」
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
第
」
條
は
、
「
各
飯
場
ハ
相
互

一
一
親
睦
ヲ
旨
ト
シ
、
新
来
坑
夫
卜
雌
モ
総
テ
丁
寧
懇
切
二
扱
う
ヘ
シ
」
と
規
定
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
ま
だ
こ
の
組
織
が
友
子
的
な
も

の
か
ど
う
か
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
。

第
二
條
は
、
「
各
飯
場
ハ
共
同
一
致
シ
テ
坑
夫
誘
拐
者
二
対
シ
常
一
一
警
戒
ヲ
怠
ル
ヘ
カ
ラ
ス
」
と
記
し
、
組
合
が
ま
さ
に
飯
場
制
度

の
任
務
で
あ
る
鉱
夫
の
確
保
を
規
定
し
て
い
る
。
し
か
し
友
子
自
体
は
、
こ
の
よ
う
な
任
務
を
も
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
は
一
一
一
一
口
う
ま
で

‘
も
な
い
。
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低第はの
く五第、第規第
な條八前七桁リ六
つの條節條強條
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(上） (４８） 

第
九
條
は
、
一
‐
飯
場
賄
料
し
（
汁
三
食
代
、
布
団
二
枚
を
含
む
）
と
し
て
、
上
賄
料
一
人
一
ヶ
月
六
円
、
並
賄
料
五
円
四
１
銭
と
規
定

し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
本
来
の
飯
場
が
行
う
単
身
者
鉱
夫
の
賄
費
用
水
準
を
規
定
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
先
の
飯
場
割
の
飯
場
費
用
と

は
違
う
点
が
注
意
を
要
す
る
。

（
７
）
 

こ
の
飯
場
割
と
は
、
既
に
見
た
よ
う
に
も
と
も
と
友
子
の
会
費
と
飯
場
の
費
用
を
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

第
五
條
は
、
飯
場
割
の
使
途
を
規
定
し
て
い
る
。
一
「
組
合
費
（
山
中
交
際
金
）
」
、
二
「
香
典
、
饅
別
、
見
舞
金
、
附
合
、
祝
儀
」
、

三
「
飯
場
電
燈
、
家
賃
、
畳
（
敷
物
）
、
障
子
張
替
、
諸
道
具
損
料
」
、
四
「
諸
雑
費
（
半
紙
、
蝋
燭
、
提
燈
等
）
」
、
五
「
給
料
、
手
当
、

礼
金
」
、
六
「
薪
炭
」
。
一
の
「
組
合
費
」
は
、
文
字
通
り
「
山
中
交
際
金
」
で
あ
り
、
友
子
の
活
動
費
で
あ
る
。
二
も
友
子
の
活
動
費

で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
三
か
ら
五
は
、
ま
さ
に
飯
場
へ
支
払
う
べ
き
費
用
で
あ
る
。
四
は
友
子
の
事
務
費
に
も
係
わ
る
。
こ
の
規
定

は
、
以
前
か
ら
あ
っ
た
友
子
と
飯
場
制
度
と
の
癒
着
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

第
六
條
は
、
飯
場
割
以
外
に
鉱
夫
に
何
ら
の
賦
課
金
を
課
し
て
は
い
け
な
い
、
と
規
定
し
て
い
る
。
こ
こ
で
も
鉱
業
所
の
飯
場
頭
へ

の
規
制
強
化
が
確
認
さ
れ
る
。

第
七
條
は
、
作
業
所
に
お
け
る
所
有
者
不
明
の
叺
人
り
「
鉱
石
」
は
、
組
合
の
費
用
に
組
み
入
れ
ら
れ
る
と
規
定
し
て
い
る
。
こ
れ

は
、
前
節
で
見
た
よ
う
に
友
子
の
規
約
に
あ
っ
た
慣
行
で
あ
り
、
そ
れ
を
坑
夫
飯
場
組
合
が
引
き
継
い
だ
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

第
八
條
は
、
病
気
見
舞
（
七
日
以
上
六
十
日
迄
一
日
一
一
付
米
五
合
）
、
死
亡
（
本
人
五
円
以
下
）
を
規
定
し
て
い
る
。
こ
の
規
定
は
、

第
五
條
の
細
則
に
あ
た
り
、
友
子
の
一
つ
の
共
済
活
動
で
あ
る
。
従
来
の
水
準
（
例
え
ば
死
亡
で
は
十
円
が
相
場
で
あ
た
）
よ
り
や
や

第
十
條
は
、
飯
場
が
取
り
扱
う
「
副
食
物
及
日
用
品
」
の
代
価
を
定
め
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
坑
夫
飯
場
組
合
は
、
飯
場
頭
の
組
合
で
あ
る
と
同
時
に
友
子
を
飯
場
制
度
の
中
に
組
み
入
れ
、
飯
場
制
度
と
著
し
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く
癒
着
し
た
友
子
の
変
則
的
な
変
型
組
合
で
も
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
先
に
引
用
し
た
鉱
業
所
の
資
料
が
、
「
大
当
番
」
の
制
度
、

す
な
わ
ち
友
子
制
度
（
こ
の
用
語
を
使
っ
て
い
な
い
が
）
を
「
廃
シ
、
代
フ
ル
一
一
飯
場
組
合
ヲ
組
織
」
し
た
と
述
べ
て
い
る
場
合
、
友

子
制
度
が
完
全
に
廃
止
さ
れ
た
と
見
な
す
べ
き
で
は
な
い
。
明
ら
か
に
、
資
料
も
「
山
中
ノ
交
際
ハ
全
部
同
組
合
一
一
於
テ
管
掌
セ
シ
ム
」

と
指
摘
し
て
い
た
よ
う
に
、
名
称
は
と
も
あ
れ
坑
夫
飯
場
組
合
は
、
友
子
の
機
能
を
引
き
継
い
だ
の
で
あ
り
、
友
子
の
組
織
も
事
実
上

内
包
し
た
の
で
あ
る
。
次
に
こ
の
事
を
友
子
の
活
動
の
具
体
的
な
分
析
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
し
よ
う
。

注（
１
）
左
合
藤
三
郎
編
「
古
河
鉱
業
・
使
用
人
」
、
一
八
七
頁
以
下
参
照
。

な
お
こ
こ
で
指
摘
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
友
子
に
関
心
を
も
ち
、
足
尾
銅
山
の
飯
場
制
度
に
つ
い
て
詳
論
し
た
大
山
敷
太
郎
氏
は
、
不
思

議
な
こ
と
に
こ
の
坑
夫
飯
場
組
合
を
論
じ
て
い
な
が
ら
、
飯
場
組
合
に
組
み
込
ま
れ
た
友
子
に
つ
い
て
一
切
触
れ
て
い
な
い
。
氏
が
友
子
の
企

業
内
化
を
無
視
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
大
き
な
誤
り
で
あ
ろ
う
。
大
山
敷
太
郎
『
鉱
業
労
働
と
親
方
制
度
」
を
参
照
。

（
２
）
友
子
は
、
昭
和
期
に
入
る
と
本
来
の
友
子
機
能
を
失
い
単
な
る
親
睦
団
体
、
あ
る
い
は
共
済
団
体
に
変
型
し
て
い
っ
た
。
私
は
、
こ
の
場
合

の
友
子
を
形
骸
化
し
た
変
型
友
子
と
呼
び
、
本
来
の
典
型
的
な
友
子
と
も
、
後
に
見
る
「
鉱
夫
組
合
」
と
し
て
一
層
企
業
内
化
さ
れ
た
変
型
友

子
と
も
形
態
的
に
区
別
し
て
お
き
た
い
。

（
３
）
左
合
編
『
飯
場
制
度
関
係
資
料
」
、
六
六
頁
以
下
。

（
４
）
大
正
期
の
友
子
は
、
ど
こ
の
鉱
山
で
も
大
な
り
小
な
り
、
労
資
間
の
意
志
疎
通
機
関
の
役
割
を
課
せ
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
鉱

山
で
労
働
組
合
が
起
こ
る
の
を
阻
止
し
よ
う
と
す
る
防
波
堤
の
役
割
を
も
果
た
さ
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

（
５
）
暴
動
以
後
友
子
の
全
山
編
成
は
、
賢
子
橋
坑
の
友
子
が
通
洞
坑
に
吸
収
さ
れ
、
四
坑
か
ら
三
坑
に
な
っ
た
。

（
６
）
左
合
編
『
飯
場
制
度
関
係
資
料
」
、
六
七
頁
以
下
。

（
７
）
「
飯
場
割
」
は
、
暴
動
以
前
は
一
円
五
十
銭
、
こ
の
時
期
に
は
一
円
、
大
正
二
年
に
は
五
十
銭
（
左
合
編
『
古
河
鉱
業
・
使
用
人
一
般
状
況
』
、

一
九
一
頁
）
と
改
正
さ
れ
て
い
る
。

（
８
）
明
治
三
十
年
の
磐
城
炭
鉱
の
友
子
規
約
で
は
十
円
、
三
十
年
代
末
の
神
岡
鉱
山
の
友
子
規
約
で
は
就
業
中
の
死
亡
八
円
、
そ
の
他
の
死
亡
は
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以
上
の
よ
う
な
坑
夫
飯
場
組
合
の
規
約
と
友
子
の
具
体
的
な
活
動
の
分
析
結
果
を
総
括
し
て
み
る
と
、
坑
夫
飯
場
組
合
下
の
友
子
制

度
の
概
要
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
っ
た
。

ま
ず
既
に
各
坑
に
存
在
し
て
い
た
飯
場
組
合
が
、
鉱
業
所
の
規
定
す
る
組
織
と
し
て
公
認
さ
れ
た
事
が
確
認
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
し
て
飯
場
制
度
に
組
み
込
ま
れ
た
友
子
制
度
は
、
形
と
し
て
は
、
大
当
番
、
箱
元
、
山
中
委
員
の
名
称
が
廃
止
さ
れ
、
組
織
的

に
も
そ
れ
ら
は
廃
止
さ
れ
た
と
言
っ
て
よ
か
ろ
う
。
だ
か
ら
坑
夫
飯
場
組
合
下
の
友
子
は
、
各
飯
場
か
ら
選
ば
れ
る
代
表
者
の
会
議
（
山

中
総
会
あ
る
い
は
山
中
会
議
）
が
無
く
な
り
、
そ
の
限
り
で
言
え
ば
、
従
来
の
友
子
組
織
と
比
べ
て
片
肺
的
で
あ
り
、
不
完
全
で
あ
っ

た
。
上
意
下
達
が
あ
っ
て
下
意
上
達
の
仕
組
み
が
失
わ
れ
、
友
子
の
自
立
性
、
自
治
性
が
著
し
く
制
限
さ
れ
た
。
友
子
の
企
業
内
化
の

目
的
が
あ
る
程
度
達
せ
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
飯
場
内
に
つ
い
て
見
る
と
、
も
と
も
と
友
子
の
下
部
組
織
は
、
友
子
の
機
能
を
具
体
的
に
果
た
す
為
に
存
在
し
て
い
た
と
一
一
一
口

え
よ
う
。
だ
か
ら
後
に
見
る
よ
う
に
、
友
子
の
自
立
的
か
つ
自
治
的
体
質
は
容
易
に
は
失
わ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
友
子

の
機
能
は
、
も
と
も
と
目
治
的
に
し
か
実
施
出
来
な
い
性
格
の
も
の
で
も
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
取
立
式
の
実
施
、
奉
願
帳
発
行
は
、

友
子
の
一
般
会
員
か
ら
選
ば
れ
る
世
話
役
や
中
老
役
、
更
に
は
友
子
が
も
っ
て
い
た
伝
統
的
な
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
や
、
老
人
役
、
老
母
役
、

鎚
分
な
ど
友
子
内
の
役
職
ぬ
き
に
有
り
得
な
い
。
言
い
換
え
れ
ば
、
友
子
は
、
組
織
な
し
に
有
り
得
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
後
に

見
る
よ
う
に
、
各
飯
場
に
は
、
そ
う
し
た
友
子
の
組
織
性
は
維
持
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
そ
れ
だ
け
で
は
、
友
子
の
組
織
性
は
、
あ
ま
り
に
も
脆
弱
で
あ
ろ
う
。
後
に
見
る
よ
う
に
、
友
子
の
事
務
所
で
あ
り
、
箱
元

⑧
坑
夫
飯
場
組
合
下
の
友
子
の
活
動

一
一
円
で
あ
っ
た
。
前
掲
拙
著
、
二
二
七
頁
、
一
一
四
二
頁
参
照
。
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各
坑
の
組
合
は
、
か
っ
て
そ
う
だ
っ
た
よ
う
に
、
連
合
し
て
相
互
に
話
合
い
を
行
っ
た
こ
と
は
、
言
う
ま
で
も
な
い
。
た
だ
こ
こ
で

指
摘
し
て
お
け
ば
、
友
子
の
機
能
、
活
動
は
、
坑
夫
飯
場
組
合
下
に
お
い
て
は
、
従
来
よ
り
は
か
な
り
各
坑
の
範
囲
の
中
に
制
限
さ
れ
、

狭
め
ら
れ
て
き
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
友
子
の
組
織
と
機
能
の
広
が
り
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。

友
子
の
機
能
に
つ
い
て
言
え
ば
、
坑
夫
飯
場
組
合
下
に
お
い
て
も
ほ
ぼ
従
来
の
機
能
を
基
本
的
に
引
き
継
い
で
い
る
と
言
え
よ
う
。

熟
練
鉱
夫
の
養
成
で
あ
る
取
立
制
度
、
傷
病
手
当
や
奉
願
帳
制
度
、
浪
人
鉱
夫
へ
の
一
宿
一
飯
、
賎
別
な
ど
は
、
多
少
機
能
と
し
て
は

縮
小
し
た
と
し
て
も
し
っ
か
り
と
残
っ
て
い
る
。
問
題
は
、
友
子
集
団
が
労
働
や
生
活
の
面
で
従
来
の
よ
う
に
自
治
的
機
能
を
維
持
し

え
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
私
の
分
析
の
結
論
は
、
取
立
制
度
が
残
り
、
友
子
の
各
種
の
活
動
を
廃
止
出
来
な
い
以
上
、
そ
う

し
た
自
治
機
能
は
ま
だ
相
当
程
度
残
っ
て
い
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
、
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。

足
尾
銅
山
の
友
子
は
、
飯
場
制
度
に
組
み
込
ま
れ
、
飯
場
頭
の
支
配
下
に
置
か
れ
、
い
わ
ば
企
業
内
化
さ
れ
て
、
従
来
の
よ
う
な
自

立
性
と
自
治
性
を
著
し
く
失
な
い
な
が
ら
も
、
制
度
的
に
友
子
と
し
て
、
よ
り
正
確
に
言
え
ば
変
型
し
た
友
子
制
度
と
し
て
存
在
し
て

の
お
か
れ
た
交
際
所
は
、
廃
止
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
小
滝
坑
の
例
で
み
る
と
、
飯
場
頭
が
二
カ
月
毎
に
交
替
で
努
め
る
相
談
役

の
も
と
に
「
相
談
役
飯
場
」
が
置
か
れ
、
「
組
合
当
番
」
を
一
名
置
く
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
組
合
当
番
が
、
事
実
上
の
従
来
の

大
当
番
あ
る
い
は
箱
元
の
役
割
を
遂
行
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
こ
の
相
談
役
飯
場
の
組
合
当
番
が
、
飯
場
頭
の
相
談
役
の

任
務
で
あ
る
と
す
る
と
、
こ
こ
で
も
飯
場
頭
が
友
子
の
活
動
を
統
括
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
友
子
の
自
立
性
は
一
段
と
失
わ
れ
る
こ

と
に
な
ろ
う
。

い
た
の
で
あ
る
。

次
に
坑
夫
飯
場
組
合
制
度
下
の
友
子
の
活
動
を
具
体
的
に
見
る
こ
と
に
し
よ
う
。

友
子
が
飯
場
組
合
に
組
み
入
れ
ら
れ
た
当
初
、
鉱
業
所
は
、
友
子
の
活
動
を
大
幅
に
制
限
し
よ
う
と
し
が
、
友
子
の
抵
抗
に
会
っ
て
、



必
ず
し
も
思
い
通
り
に
い
か
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
よ
く
示
す
資
料
が
あ
る
。
明
治
四
十
一
年
三
月
四
日
付
の
「
小
滝

Ｊ
 

仰
坑
夫
飯
場
組
合
ノ
催
促
改
正
承
認
願
出
一
一
関
ス
ル
件
」
（
坑
部
課
長
の
所
長
宛
文
書
）
は
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

「
小
滝
坑
夫
飯
場
組
合
二
於
テ
ハ
奉
願
帳
・
寄
付
帳
等
重
一
一
旧
山
中
割
二
属
シ
タ
ル
事
項
ハ
、
先
キ
ー
細
則
承
認
願
出
ノ
際
ハ
之

ヲ
除
キ
其
儘
不
文
ノ
慣
行
卜
致
居
候
処
、
此
度
組
合
決
議
ト
シ
テ
右
二
千
ス
ル
諸
事
項
ヲ
決
定
シ
、
別
紙
ノ
通
り
右
細
則
ヲ
改
正
追

加
ノ
決
議
ヲ
承
認
願
出
候
虚
、
各
条
項
中
ニ
ハ
或
ハ
他
坑
場
ノ
例
卜
異
ナ
ル
モ
ノ
モ
有
之
候
へ
共
、
旧
委
員
制
ヲ
襲
フ
コ
ト
ト
テ
俄

ｊ
 

上
カ
ー
一
改
廃
致
難
キ
事
情
モ
有
之
モ
ノ
ト
認
メ
、
尚
大
体
ハ
他
坑
場
組
合
ノ
例
卜
大
差
ナ
ク
、
適
当
ナ
ル
モ
ノ
ト
相
認
メ
候
二
付
全
部

く

（
１
）
 

蝿
承
認
相
成
可
然
哉
存
候
。
」

脚
こ
の
指
摘
か
ら
分
か
る
事
は
、
第
一
に
、
小
滝
坑
で
は
、
当
初
坑
夫
飯
場
組
合
の
細
則
に
奉
願
帳
制
度
を
明
文
化
せ
ず
慣
行
的
に

粥
行
っ
て
い
た
が
、
明
文
化
さ
れ
た
と
一
一
一
一
口
う
こ
と
で
あ
る
。
第
一
一
に
、
こ
の
改
正
要
求
は
、
い
わ
ば
友
子
勢
力
の
下
か
ら
出
て
き
た
も
の

敬
で
あ
り
、
友
子
の
発
言
力
を
示
し
て
い
る
、
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
そ
れ
が
決
議
と
い
う
方
法
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
事
に
注
目

ナ制
し
た
い
。
友
子
の
自
主
的
な
性
格
が
ま
だ
決
し
て
失
わ
れ
て
い
な
い
。

一
）

山
第
一
二
に
、
各
坑
の
坑
夫
飯
場
組
合
は
、
基
本
的
に
は
同
じ
で
も
、
細
部
で
は
若
干
異
な
っ
て
い
た
こ
と
も
、
こ
こ
で
確
認
し
て
お
く

鯛
必
要
が
あ
る
・
こ
れ
は
、
も
と
も
と
友
子
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
組
織
が
大
変
個
性
的
で
あ
り
、
足
尾
銅
山
で
も
各
坑
の
友
子
は
、
少
し
ず

足

っ
個
性
を
も
っ
て
存
在
し
て
き
た
。
だ
か
ら
鉱
業
所
の
画
一
的
な
支
配
が
貫
徹
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
友
子
の
体
質
は
、

友
子
の
伝
統
的
な
自
治
的
、
自
立
的
性
格
を
よ
く
表
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
友
子
の
性
格
に
こ
そ
、
そ
の
存
在
基
盤
が
失
わ
れ
て
も
長

ら
く
友
子
制
度
を
存
在
さ
せ
続
け
た
大
き
な
根
拠
で
あ
っ
た
。

０
第
四
に
、
細
則
改
正
を
さ
せ
た
友
子
の
圧
力
に
対
し
て
、
坑
場
課
長
が
、
「
旧
委
員
制
ヲ
襲
フ
コ
ト
ト
テ
俄
力
一
一
改
廃
致
シ
難
キ
事

２
 

３
 

情
」
が
「
有
」
る
と
一
一
一
一
口
い
、
友
子
制
度
を
基
本
的
に
廃
止
出
来
な
い
と
告
白
し
て
い
る
事
で
あ
る
。
｝
」
の
点
は
、
変
型
友
子
存
続
の
原
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二
、
小
滝
坑
内
で
発
行
さ
れ
る
奉
願
帳
に
つ
い
て
は
、
出
願
者
の
属
す
る
飯
場
か
ら
五
名
以
上
の
世
話
人
を
も
っ
て
出
願
す
る
こ
と

と
規
定
し
て
い
る
。
こ
れ
に
は
、
奉
願
帳
に
十
円
、
寄
付
帳
に
は
七
円
、
組
合
か
ら
支
払
い
、
回
飯
は
認
め
る
。
し
か
し
特
別
の
飯
場

附
合
は
し
な
く
て
い
い
と
規
定
し
て
い
る
。

三
、
浪
人
が
重
症
者
で
自
由
に
歩
行
出
来
な
い
送
り
奉
願
帳
持
ち
の
場
合
は
、
「
護
送
」
費
用
は
、
本
人
分
は
「
自
弁
」
、
送
り
人
の

（
４
）
 

費
用
は
組
〈
口
の
負
担
と
規
定
し
て
い
る
。
護
送
の
範
囲
は
、
東
は
細
尾
、
西
は
花
輪
ま
で
と
し
、
さ
ら
に
事
情
が
も
っ
と
悪
い
場
合
は
、

町
役
場
の
補
助
を
仰
ぐ
と
規
定
し
て
い
る
。

次
に
、
四
、
傷
病
者
へ
の
見
舞
金
に
つ
い
て
見
る
と
、
飯
場
の
組
下
で
傷
病
が
三
十
日
以
上
の
場
合
に
は
、
六
十
日
以
内
は
一
円
、

因
の
分
析
に
際
し
詳
し
く
触
れ
た
い
。

で
は
、
組
合
の
決
議
は
、
ど
の
様
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。
明
治
四
十
一
年
二
月
付
で
「
小
滝
坑
夫
飯
場
組
合
長
小
柳
未
太
郎
」

（
２
）
 

の
署
名
の
「
承
認
願
」
は
、
大
略
四
点
、
奉
願
帳
制
度
、
傷
病
者
へ
の
救
済
、
死
亡
者
へ
の
手
当
、
友
子
組
織
に
つ
い
て
詳
し
く
指
摘

し
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
れ
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
当
時
の
友
子
の
実
際
の
活
動
を
知
る
事
が
出
来
る
。

ま
ず
奉
願
帳
制
度
に
つ
い
て
名
文
化
さ
れ
た
規
定
を
見
て
み
よ
う
。
｜
、
他
山
か
ら
来
た
奉
願
帳
、
寄
付
帳
持
ち
浪
人
に
対
し
て
は
、

組
合
が
奉
願
帳
に
は
五
円
、
寄
付
帳
に
は
三
円
を
給
与
し
、
回
飯
（
以
前
に
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
に
小
滝
坑
内
の
各
飯
場
を
回
っ
て
寄

付
を
貰
う
事
）
は
認
め
な
い
、
と
規
定
し
て
い
る
。
明
治
四
十
年
以
前
に
は
、
奉
願
帳
に
つ
い
て
は
、
小
滝
坑
に
限
っ
て
だ
が
各
飯
場

（
３
）
 

を
数
日
か
け
て
回
り
ほ
ど
八
円
の
寄
付
が
な
さ
れ
て
い
た
。
従
っ
て
こ
の
規
定
は
、
従
来
よ
り
寄
付
額
が
半
減
し
た
だ
け
で
な
く
、
回

飯
を
否
認
し
て
友
子
の
機
能
を
縮
小
し
て
い
る
と
言
え
る
。
更
に
、
こ
の
奉
願
帳
浪
人
達
の
宿
泊
は
、
当
分
の
間
、
「
相
談
役
飯
場
」

が
提
供
し
、
一
人
二
十
五
銭
で
賄
い
、
組
合
が
支
払
う
と
規
定
し
て
い
る
。
「
相
談
役
飯
場
」
に
つ
い
て
は
後
に
ふ
れ
た
い
。
再
来
は

認
め
な
い
と
あ
る
。
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九
十
日
以
内
は
二
円
、
百
日
以
内
は
二
円
五
十
銭
を
組
合
が
支
給
す
る
と
規
定
し
て
い
る
。
五
、
浪
人
及
び
其
家
族
の
死
亡
に
対
し
、

浪
人
の
死
亡
に
十
円
、
家
族
の
死
亡
に
五
円
（
小
児
三
円
）
を
組
合
か
ら
支
給
す
る
と
規
定
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
規
定
は
、
他
の

鉱
山
の
友
子
に
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
り
、
足
尾
銅
山
の
友
子
の
成
熟
度
を
示
す
も
の
と
し
て
特
筆
す
べ
き
点
で
あ
る
。

六
、
飯
場
の
構
成
員
で
友
子
の
会
員
が
死
亡
し
た
場
合
は
、
組
合
事
務
所
、
役
員
に
な
ど
に
連
絡
し
、
本
人
死
亡
に
香
典
と
し
て
八

円
、
十
歳
以
上
の
家
族
に
四
円
を
組
合
か
ら
支
給
す
る
と
規
定
し
て
い
る
。
「
組
合
当
番
」
は
、
会
葬
者
を
点
検
す
べ
き
と
も
あ
る
。

な
お
当
坑
の
友
子
メ
ン
バ
ー
の
香
典
よ
り
浪
人
の
香
典
の
方
が
多
い
の
は
、
本
坑
の
鉱
夫
が
死
ん
だ
場
合
個
人
的
な
寄
付
が
相
当
集
ま

る
こ
と
を
前
提
に
し
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

七
、
次
に
組
織
に
つ
い
て
み
よ
う
。
「
相
談
役
飯
場
」
に
「
組
合
当
番
」
各
一
名
を
置
き
、
任
期
を
二
カ
月
と
し
、
手
当
月
一
円
を

組
合
か
ら
支
給
す
る
と
規
定
し
て
い
る
。
飯
場
頭
の
組
合
に
は
、
相
談
役
が
四
人
置
か
れ
て
い
た
か
ら
、
恐
ら
く
そ
れ
に
合
わ
せ
て
鉱

夫
側
つ
ま
り
友
子
の
一
般
会
員
か
ら
四
人
の
「
組
合
当
番
」
が
選
ば
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
、
鉱
業
所
が
、
友
子
の
自
治
性

を
あ
る
程
度
尊
重
し
よ
う
と
し
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
組
合
当
番
は
、
従
来
の
山
中
委
員
に
よ
る
箱
元
當
番
に

相
当
し
て
い
る
が
、
四
人
と
い
う
少
人
数
で
は
従
来
の
よ
う
な
友
子
の
民
主
的
な
機
能
の
担
い
手
に
は
ほ
ど
遠
い
存
在
で
あ
っ
た
。
そ

の
限
り
で
、
坑
夫
飯
場
組
合
下
の
友
子
は
、
組
織
的
に
見
る
と
著
し
く
民
主
的
、
自
治
的
性
格
を
失
っ
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

そ
れ
に
も
係
わ
ら
ず
、
私
は
な
お
友
子
の
自
治
的
性
格
を
若
干
強
調
し
て
お
き
た
い
。
そ
れ
は
、
飯
場
頭
の
性
格
に
関
連
し
て
い
る
。

（
５
）
 

飯
場
頭
も
ま
た
友
子
内
の
有
力
者
で
あ
り
、
友
子
の
ル
ー
ル
や
精
神
の
良
き
理
解
者
で
も
あ
っ
た
。
そ
し
て
彼
ら
は
、
鉱
業
所
の
手
代

で
も
あ
り
、
確
か
に
資
本
の
力
は
大
き
い
し
、
概
ね
資
本
サ
イ
ド
に
立
っ
て
労
務
管
理
に
励
ん
で
い
た
こ
と
は
否
定
す
べ
く
も
な
い
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
ら
は
、
友
子
と
鉱
業
所
の
手
代
と
の
二
重
の
魂
の
持
ち
主
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

例
え
ば
、
小
滝
坑
の
友
子
た
ち
が
、
従
来
の
よ
う
な
慣
行
を
坑
夫
飯
場
組
合
の
細
則
に
明
文
化
せ
よ
、
と
話
し
合
え
ば
、
組
合
長
の
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小
柳
未
太
郎
は
、
初
め
は
押
え
に
廻
っ
た
と
し
て
も
、
結
局
大
衆
の
要
求
を
ま
と
め
、
鉱
業
所
に
願
書
を
提
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

飯
場
頭
が
単
な
る
鉱
業
所
の
手
代
で
あ
り
、
一
職
員
で
あ
る
な
ら
ば
、
組
合
長
と
し
て
も
ふ
さ
わ
し
く
な
い
し
、
小
柳
の
よ
う
な
ビ
ヘ

イ
ビ
ア
ー
は
と
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
様
な
友
子
的
な
飯
場
頭
の
性
格
は
、
な
お
坑
夫
飯
場
組
合
下
の
友
子
を
幾
分
と
も
自
治

的
に
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

八
、
最
後
に
取
立
に
つ
い
て
の
規
定
を
み
よ
う
。
承
認
願
は
、
「
各
組
合
二
於
テ
取
立
執
行
一
一
際
シ
、
向
後
相
互
二
附
合
ヲ
廃
ス
」

と
規
定
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
坑
夫
飯
場
組
合
下
で
も
各
坑
で
坑
夫
の
取
立
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
従
来
は
、
他
坑

で
の
取
立
式
に
際
し
て
は
、
十
円
程
度
の
祝
儀
を
持
参
し
て
、
立
会
人
を
出
席
さ
せ
る
慣
行
が
あ
っ
た
。
小
滝
坑
の
新
し
い
提
案
は
、

そ
う
し
た
附
合
を
今
後
は
止
め
よ
う
と
言
う
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
取
立
式
が
縮
小
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

次
に
最
近
発
見
さ
れ
た
本
山
坑
の
友
子
資
料
を
分
析
し
、
坑
夫
飯
場
組
合
下
の
友
子
の
活
動
を
検
出
し
て
み
よ
う
。

（
６
）
 

今
こ
こ
に
本
山
坑
の
坑
夫
飯
場
組
合
の
明
治
四
十
一
年
四
月
か
ら
の
「
正
金
受
渡
帳
」
す
な
わ
ち
会
計
簿
が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

会
計
簿
は
、
会
計
が
二
重
に
処
理
さ
れ
て
い
る
。
一
つ
は
「
坑
」
と
あ
り
、
も
う
一
つ
は
「
両
」
と
あ
る
。
会
計
の
内
容
か
ら
、
前
者

は
友
子
の
会
計
で
あ
り
、
後
者
は
飯
場
頭
の
組
合
の
会
計
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
、
坑
夫
飯
場
組
合
が
機
能
的
に
は
っ
き
り

と
友
子
組
合
と
飯
場
頭
の
組
合
の
二
つ
に
分
け
ら
れ
て
い
る
事
を
示
し
て
い
る
。

「
坑
」
の
部
の
会
計
は
、
基
本
的
に
暴
動
以
前
の
山
中
交
際
の
会
計
と
同
じ
で
あ
る
。
収
入
は
、
山
中
鉛
代
（
所
有
者
不
明
の
鉱
石

代
）
、
坑
夫
交
際
金
（
友
子
の
会
費
）
、
そ
の
他
か
ら
な
っ
て
い
る
。
鉱
夫
は
、
一
カ
月
十
銭
（
月
二
回
五
銭
ず
つ
）
の
友
子
会
費
を
支

（
７
）
 

払
っ
て
い
る
。
ま
た
従
来
の
よ
う
に
、
友
子
の
会
計
に
入
れ
ら
れ
て
い
た
山
中
鉛
が
、
こ
こ
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
事
も
、
か
っ
て
の
友

子
の
特
権
と
し
て
持
っ
て
い
た
こ
の
権
利
が
坑
夫
飯
場
組
合
下
の
友
子
に
維
持
さ
れ
て
い
る
事
を
示
し
て
い
て
興
味
深
い
。

支
出
は
、
奉
願
帳
、
寄
付
帳
、
饅
別
、
香
典
、
事
務
経
費
、
そ
の
他
か
ら
な
っ
て
い
る
。
奉
願
帳
浪
人
鉱
夫
は
、
当
分
相
談
役
飯
場
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に
泊
め
、
一
人
泊
二
十
五
銭
で
賄
う
と
し
て
い
る
。

友
子
の
中
心
的
制
度
で
あ
る
取
立
制
度
も
、
坑
夫
飯
場
組
合
の
も
と
で
維
持
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
明
治
四
十
年

（
８
）
 

九
月
以
降
に
従
来
の
よ
う
に
取
立
式
が
行
わ
れ
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
足
尾
銅
山
に
お
け
る
友
子
は
、
明
治
四
十
年
九
月
に
飯
場
組
合
の
も
と
に
組
み
込
ま
れ
た
が
、
制
度
と
し
て
廃
止

さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
坑
夫
飯
場
組
合
の
中
で
な
お
あ
る
程
度
の
独
自
性
を
維
持
し
な
が
ら
、
組
織
的
に
も
機
能
的
に
も
存
続
し
て

い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
友
子
制
度
は
、
こ
れ
ま
で
分
析
し
て
き
た
よ
う
に
、
従
来
の
制
度
と
比
べ
て
特
に
組
織
の
面
で
は
か
な

り
制
限
さ
れ
、
縮
小
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
私
は
、
こ
の
よ
う
な
友
子
を
企
業
内
化
さ
れ
た
変
型
友
子
と
呼
ん
だ
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、

（
９
）
 

こ
う
し
た
足
尾
の
友
子
制
度
を
以
前
の
友
子
制
度
と
同
一
視
す
る
こ
と
は
、
正
し
い
友
子
の
歴
史
認
識
を
誤
ら
せ
る
こ
と
に
な
る
。

注（
１
）
左
合
藤
三
郎
編
「
飯
場
制
度
関
係
資
料
』
、
八
三
頁
以
下
。

（
２
）
同
上
。
な
お
左
合
氏
は
、
小
柳
米
太
郎
と
し
て
い
る
が
、
末
太
郎
の
誤
り
で
あ
る
。

（
３
）
拙
稿
「
鉱
夫
の
自
主
的
労
災
救
済
制
度
の
一
考
察
」
、
『
経
済
志
林
』
第
五
十
八
巻
第
一
・
二
合
併
号
、
五
六
八
頁
参
照
。

（
４
）
細
尾
と
は
日
光
へ
抜
け
る
道
の
峠
に
あ
り
、
花
輪
と
は
大
間
々
に
抜
け
る
道
の
中
途
に
位
置
し
て
い
る
。
実
際
は
奉
願
人
を
そ
こ
で
放
り
出

し
て
し
ま
う
わ
け
で
は
な
く
、
負
担
費
用
の
範
囲
を
示
し
て
い
る
。

（
５
）
こ
の
点
の
理
解
が
な
い
と
、
飯
場
頭
ら
の
鉱
夫
を
代
表
し
よ
う
と
す
る
彼
ら
の
ビ
ヘ
イ
ビ
ア
ー
を
よ
く
理
解
し
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

（
６
）
太
田
貞
祐
氏
蔵
。
太
田
『
足
尾
銅
山
の
社
会
史
」
、
二
○
六
頁
以
下
参
照
。

（
７
）
同
上
。

（
８
）
同
上
、
一
六
四
頁
、
一
一
三
五
頁
参
照
。

（
９
）
足
尾
銅
山
の
坑
夫
飯
場
組
合
と
友
子
の
関
係
を
私
見
の
様
に
捉
え
た
論
文
に
大
山
彦
一
「
友
子
同
盟
の
研
究
」
、
『
社
会
学
雑
誌
』
、
九
号
、

同
上
、
一
六
四
頁
、
一
一
三
五
頁
参
照
。

足
尾
銅
山
の
坑
夫
飯
場
組
合
と
友
子
の
関
係
を
私
見
の
様
に
捉
え
た
論
文
に
大
山
彦
一
「
友
子
同
盟
の
研
究
」
、
『
社
会
学
雑
誌
』
、
九
号
、

三
○
号
、
（
一
九
二
五
年
九
月
、
十
月
）
が
あ
る
が
、
飯
場
と
友
子
の
関
係
の
理
解
が
暖
昧
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
坑
夫
飯
場
組
合
下
の
友
子
飯
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岐
後
に
鉱
業
所
は
、
何
故
明
治
四
十
年
の
段
階
で
友
子
制
度
を
廃
止
し
な
か
っ
た
の
か
、
と
言
う
問
題
に
つ
い
て
検
討
し
て
お
き
た

い
。
私
は
、
大
き
な
理
由
は
二
つ
あ
る
と
考
え
る
。
第
一
の
理
由
は
、
要
す
る
に
こ
の
時
期
に
お
い
て
も
友
子
制
度
は
、
ま
だ
鉱
業
経

営
に
と
っ
て
客
観
的
に
必
要
で
あ
っ
た
、
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。
友
子
が
明
治
期
の
日
本
の
近
代
的
鉱
業
経
営
に
如
何
に
必
要
で
あ
つ

（
ｌ
）
 

た
か
に
つ
い
て
の
分
析
は
、
既
に
詳
し
く
展
開
し
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
繰
り
返
す
こ
と
は
不
要
で
あ
ろ
う
。

た
だ
初
め
て
の
読
者
の
た
め
に
、
そ
の
要
点
だ
け
を
紫
げ
て
お
け
ば
、
ま
ず
第
一
に
、
当
時
の
鉱
山
業
に
お
い
て
は
、
採
鉱
部
門
で

は
ま
だ
鉱
夫
の
熟
練
労
働
に
大
き
く
依
存
し
て
い
た
た
め
、
鉱
夫
の
熟
練
養
成
を
取
立
制
度
と
し
て
自
治
的
に
行
う
友
子
制
度
を
廃
止

出
来
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
鉱
業
所
は
、
必
要
な
熟
練
鉱
夫
の
養
成
を
ま
だ
独
口
に
組
織
出
来
な
か
っ
た
の
で
、
結
局
女
子

に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
、
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。

（
２
）
 

確
か
に
、
鉱
業
所
は
、
暴
動
後
、
明
治
四
十
一
年
九
月
に
「
坑
夫
養
成
規
定
」
を
定
め
、
友
子
制
度
と
別
に
独
自
に
鉱
夫
の
技
能
養

成
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
こ
の
規
定
は
、
満
十
八
歳
か
ら
三
十
五
歳
ま
で
の
「
坑
内
作
業
二
経
験
ア
ル
志
願
者
」
を
試
験
に
よ
っ
て

「
見
習
坑
夫
」
を
採
用
し
、
坑
夫
飯
場
組
合
の
も
と
に
置
き
な
が
ら
も
、
鉱
業
所
独
自
に
修
業
期
間
「
六
カ
月
」
の
教
育
を
行
う
と
記

し
て
い
る
。
教
育
の
中
身
は
、
「
実
科
ハ
日
々
入
坑
シ
テ
現
場
二
就
キ
係
員
ノ
指
導
ニ
ョ
リ
実
地
ノ
練
習
ヲ
為
ス
」
の
で
あ
り
、
「
学
科
」

は
「
毎
週
一
一
回
、
夜
間
二
時
間
」
で
修
身
講
話
、
雇
用
労
役
規
則
、
扶
助
及
び
共
救
義
会
（
企
業
の
共
済
会
）
、
倉
庫
品
貸
下
そ
の
他

保
護
制
度
、
鉱
夫
の
心
得
な
ど
の
授
業
で
あ
っ
た
。

（
３
）
 

し
か
し
こ
の
制
度
が
直
ち
に
行
わ
れ
た
か
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
。
鉱
業
所
の
ま
と
め
た
資
料
で
は
、
「
坑
夫
養
成
寮
」
が
大

Ⅶ
坑
夫
飯
場
組
合
下
の
友
子
制
度
残
存
の
理
由

場
を
飯
場
一
般
と
同
一
視
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
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正
元
年
に
通
洞
坑
で
、
同
四
年
に
本
山
坑
で
、
同
五
年
に
小
滝
坑
で
設
立
さ
れ
、
収
容
力
は
そ
れ
ぞ
れ
七
十
二
人
、
九
十
六
人
、
七
十

（
４
）
 

人
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
大
正
四
年
の
「
坑
夫
養
成
規
定
」
の
改
正
案
は
、
「
坑
夫
養
成
ノ
目
的
」
と
し
て
坑
夫
の
「
技
術
習
得
」
と
「
口
叩

性
」
の
「
淘
冶
」
を
唱
い
、
見
習
坑
夫
の
年
齢
を
二
十
五
歳
に
引
き
下
げ
、
実
地
の
指
導
者
を
単
な
る
「
係
員
」
か
ら
「
技
価
・
品
性

優
秀
ニ
シ
テ
指
導
ノ
才
二
長
シ
タ
ル
坑
夫
」
を
「
選
定
」
し
て
教
育
に
あ
て
る
、
と
規
定
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
鉱
業
所
の
試
み
は
、
徐
々
に
独
自
の
教
育
体
制
を
強
化
し
て
い
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
が
成
功
し
た
と
し
て

も
、
鉱
業
所
は
、
一
挙
に
友
子
の
熟
練
養
成
機
能
を
無
視
出
来
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
事
実
、
友
子
は
、
坑
夫
飯
場
組
合
下
で
毎
年
取

立
式
を
行
い
、
伝
統
的
な
鉱
夫
の
技
能
養
成
を
行
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
大
正
二
年
に
行
わ
れ
た
本
山
坑
の
取
立
式
で
は
、

（
５
）
 

百
二
十
一
人
が
新
に
友
子
鉱
夫
に
加
入
を
認
め
ら
れ
た
。
取
立
制
度
は
、
技
能
養
成
の
実
質
的
な
一
息
義
を
漸
次
少
し
ず
つ
失
っ
て
い
っ

た
で
あ
ろ
う
が
、
形
式
と
し
て
は
少
し
も
衰
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

か
く
し
て
友
子
制
度
は
、
鉱
夫
の
熟
練
が
失
わ
れ
ず
残
り
、
鉱
業
所
が
独
自
の
教
育
シ
ス
テ
ム
を
創
り
あ
げ
る
ま
で
、
取
立
制
度
を

維
持
す
る
組
織
と
し
て
存
在
意
義
を
持
ち
続
け
た
の
で
あ
る
。

第
二
の
理
由
は
、
友
子
の
共
済
機
能
が
、
当
時
は
鉱
夫
に
と
っ
て
も
鉱
業
所
に
と
っ
て
も
、
ま
だ
き
わ
め
て
大
き
な
意
義
を
持
っ
て

い
た
の
で
、
鉱
業
所
は
、
友
子
制
度
を
廃
止
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。
既
に
見
た
よ
う
に
、
坑
夫
飯
場
組
合

下
で
展
開
さ
れ
た
友
子
の
共
済
活
動
は
、
他
の
産
業
の
そ
れ
と
比
べ
て
、
非
常
に
水
準
の
高
い
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
鉱
夫
た
ち
が
自

主
的
に
行
っ
て
い
た
こ
と
の
意
義
は
途
方
も
な
く
大
き
い
。

（
６
）
 

片
や
鉱
業
所
は
、
鉱
業
条
例
に
規
定
さ
れ
て
い
る
「
鉱
夫
扶
助
規
則
」
を
も
っ
て
い
た
と
は
い
←
え
、
一
般
の
鉱
夫
に
対
し
ど
の
程
度

真
面
目
に
実
行
し
た
か
明
ら
か
で
は
な
く
、
一
般
の
鉱
夫
の
傷
病
、
災
難
、
災
厄
は
放
置
さ
れ
、
友
子
の
共
済
制
度
に
任
せ
て
き
た
の

で
あ
る
。
鉱
業
所
は
、
確
か
に
明
治
三
十
年
に
「
共
救
義
会
」
と
言
う
共
済
組
合
を
独
自
に
組
織
し
た
が
、
こ
れ
は
、
主
に
直
轄
鉱
夫
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他
方
鉱
業
所
は
、
労
働
組
合
運
動
が
起
こ
り
、
友
子
が
そ
れ
に
同
調
し
た
と
い
う
経
験
に
鑑
み
、
友
子
を
飯
場
頭
の
支
配
下
に
置

き
、
友
子
の
自
主
性
を
大
い
に
制
限
し
た
上
で
、
労
資
間
の
意
志
疎
通
機
関
と
し
て
利
用
し
、
ひ
い
て
は
友
子
の
労
働
組
合
化
を
防

ぎ
、
鉱
夫
の
労
働
運
動
へ
の
傾
斜
を
予
防
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
点
で
は
、
歴
史
に
照
ら
し
て
み
る
と
果
し
て
鉱
業

の
共
済
会
で
あ
っ
て
、
請
負
鉱
夫
と
呼
ば
れ
た
友
子
に
入
っ
て
い
た
採
鉱
夫
や
支
柱
夫
な
ど
の
一
般
の
鉱
夫
は
、
任
意
加
盟
で
あ
っ
た

（
７
）
 

た
め
、
殆
ど
入
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

だ
か
ら
暴
動
が
起
き
て
鉱
夫
の
待
遇
に
気
を
付
け
よ
う
と
し
た
時
、
鉱
業
所
は
、
何
の
事
は
な
い
友
子
制
度
を
廃
止
す
る
ど
こ
ろ
か
、

友
子
の
持
っ
て
い
た
共
済
機
能
を
飯
場
制
度
の
中
に
持
込
み
、
企
業
の
管
理
下
に
置
こ
う
と
し
た
に
止
ど
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

第
三
に
、
友
子
の
自
治
的
機
能
も
ま
た
、
鉱
業
所
に
は
捨
て
難
い
魅
力
で
あ
っ
た
。
友
子
の
も
っ
て
い
た
労
働
、
生
活
に
お
け
る
自

治
的
な
秩
序
化
機
能
は
、
友
子
の
独
自
性
で
あ
り
、
労
働
組
合
化
の
大
き
な
根
拠
で
も
あ
っ
た
か
ら
、
鉱
業
所
に
と
っ
て
は
好
ま
し
か

ら
ざ
る
側
面
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
だ
け
を
み
れ
ば
、
鉱
業
所
は
、
友
子
制
度
を
廃
止
し
た
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
他
面
で
は
、
こ

の
自
治
的
性
格
は
、
熟
練
鉱
夫
が
分
散
的
な
地
下
の
採
鉱
過
程
で
あ
る
程
度
自
主
的
に
働
く
為
に
絶
対
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。

鉱
業
所
は
、
鉱
業
資
本
の
言
う
こ
と
を
自
主
的
に
聞
く
鉱
夫
を
ま
だ
養
成
し
き
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
鉱
夫
が
自
主
的
に
働
き
、
秩

序
を
維
持
す
る
よ
う
に
さ
せ
て
い
る
友
子
制
度
を
廃
止
す
る
ど
こ
ろ
か
、
そ
れ
に
大
い
に
依
存
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
友

子
の
飯
場
制
度
へ
の
組
み
入
れ
は
、
成
行
き
的
な
労
務
管
理
し
か
出
来
な
か
っ
た
当
時
の
鉱
山
で
は
、
幾
ば
く
か
の
進
歩
的
な
改
革
で

あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

例
え
ば
鉱
業
所
の
「
足
尾
使
用
人
問
題
調
」
（
大
正
十
年
）
と
一
一
一
一
口
う
資
料
は
、
友
子
に
つ
い
て
言
及
し
、
「
之
し
数
百
年
ノ
歴
史
ヲ
有

（
８
）
 

ス
ル
鉱
夫
独
特
ノ
美
風
ナ
リ
」
と
捉
一
え
て
い
る
。
こ
れ
は
足
尾
銅
山
の
経
営
者
が
、
友
子
に
対
し
て
極
め
て
好
意
的
な
態
度
を
と
っ
た
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所
の
意
図
は
、
実
現
し
た
か
ど
う
か
即
断
し
か
ね
る
。
何
故
な
ら
、
大
正
八
年
の
大
争
議
は
阻
止
出
来
な
か
っ
た
し
、
再
び
友
子
は
、

争
議
に
巻
き
込
ま
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

第
四
に
、
労
働
市
場
に
占
め
る
友
子
の
特
別
の
役
割
に
つ
い
て
も
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
鉱
夫
募
集
や
労
働
力
の
需
給
調
整
に
対
し

友
子
は
、
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
足
尾
銅
山
の
強
力
な
友
子
を
頼
っ
て
多
く
の
鉱
夫
が
浪
人
と
し
て
集
ま
っ
た
。
登
山
し
て

き
た
鉱
夫
の
う
ち
あ
る
者
は
、
当
地
で
一
雇
用
さ
れ
、
あ
る
者
は
他
の
鉱
山
を
目
指
し
た
。

友
子
制
度
を
廃
止
し
て
こ
の
よ
う
な
友
子
の
浪
人
交
際
を
無
く
す
こ
と
は
、
鉱
夫
の
自
然
流
人
を
阻
止
し
、
ま
た
友
子
を
頼
っ
た
鉱

夫
の
募
集
を
困
難
に
し
て
し
ま
う
。
従
っ
て
友
子
は
、
大
正
期
少
な
く
と
も
戦
後
不
況
の
始
ま
る
大
正
九
年
以
前
に
は
、
労
働
市
場
の

面
か
ら
も
廃
止
し
難
か
っ
た
と
言
え
よ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
足
尾
銅
山
の
友
子
制
度
は
、
明
治
四
十
年
九
月
か
ら
大
正
九
年
に
再
び
「
鉱
夫
組
合
」
と
し
て
再
編
さ
れ
る
ま
で
、

一
定
の
根
拠
を
も
っ
て
飯
場
制
度
の
中
で
変
型
さ
れ
な
が
ら
も
残
存
し
て
い
た
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

百〒Ｆ百丁百百丁注
、－〆塁.／、－ソ、-〆邑一〆里.／、=〆、＿ソ

拙
著
『
日
本
の
伝
統
的
労
資
関
係
」
、
一
九
九
頁
以
下
参
照
。

左
合
藤
三
郎
編
『
飯
場
制
度
関
係
資
料
」
、
八
五
頁
以
下
参
照
。

左
合
編
『
古
河
鉱
業
・
使
用
人
一
般
状
況
』
、
一
六
三
頁
。

左
合
編
「
飯
場
制
度
関
係
資
料
」
、
一
一
三
頁
以
下
参
照
。

大
正
二
年
七
月
「
足
尾
銅
山
本
山
坑
出
生
免
状
」
（
村
上
安
正
蔵
）
。

拙
著
『
賃
労
働
政
策
の
理
論
と
歴
史
』
、
二
七
○
以
下
頁
参
照
。

左
合
編
『
古
河
鉱
業
・
使
用
人
状
況
」
、
一
二
四
頁
。

左
合
編
「
飯
場
制
度
関
係
資
料
」
、
二
四
五
－
六
頁
。


